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烈
祖
成
績
巻
之
十

三

慶
長
十
九
年
（
一
六
一
一
）

十
月

至

其
年
（

同

右

）

十
一
月

慶
長
十
九
年
十
月
朔
、
片
桐
且
元
、
部
下
兵
三
百
余
人
を
率
ゐ
大
坂
を
去
る
。
松

栄

記

事

作

三

千

余

騎

。

按

ず

る

に

且

元

、
大

坂

に

在

り

、
多

兵

を

許

す

こ

と

有

る

べ

か

ら

ず

。
難

波

戦

記

作

三

百

余

人

。
為

得

貫
（

実

）
。
今

従

之

。
大

阪

記

曰

、

秀

頼

命

七

隊

長

殺

東

市

正

。

七

隊

長

言

曰

、

宜

赦

彼

罪

召

之

登

城

。

臣

等

執

之

甚

易

。

大

野

修

理

曰

、

今

挙

大

事

。

宜

謀

慮

周

摯

不

可

軽

遽

。

速

水

甲

斐

守

曰

、

東

市

正

重

臣

。

大
（

火

）

薬

多

少

壕

塹

深

浅

、

彼

悉

知

之

。

部

兵

亦

幾

一

千

。

彼

若

通

謀

関

東

則

図

之

甚

難

。

請

、

臣

暁

諭

之

。

既

而

東

市

正

招

修

理

招

甲

斐

守

、

流

涕

明

其

無

異

図

。

請

避

入

高

野

山

。

与

此

異

。
拠

難

波

戦

記
・
大

阪

陣

冬

夏

事

記
・
浪

花

戦

記

、
七

隊

長

刀
（

力

）

救

且

光
（

元

）
。
初

無

執

之

之

議

。
故

不

取

初
め
秀

吉
、
七
隊
長
を
置
き
秀
頼
を
擁
護
す
。
伊
東
丹
後
守
長
次

難

波

戦

記

・

松

栄

記

事

作

長

實

。

今

拠

駿

府

記

及

雑

録

、

丹

後

守

手

筆

署

名

・
速
水
甲
斐
守
守
久

徳

川

記

・

難

波

戦

記

作

時

之

。

駿

府

記

守

次

。

今

従

先

臣

城

所

友

仙

訂

正

・
青
木
民
部
少
輔
一
重

初

称

所

左

衛

門

見

元

亀

九

年

。

旧

事

今

川

義

元

。

義

元

敗

死

、

仕

麾

下

。

有

故

事

秀

吉

公

。

駿

府

記

作

一

之

。

難

波

戦

記

一

治

或

作

正

重

。

今

従

德

川

記

・

寛

永

系

図

・
眞
野
藏
人
頭
宗
信

徳

川

記

・

難

波
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戦

記

作

豊

後

守

頼

包

。

慶

元

記

・

浪

花

戦

記

・

冬

夏

事

記

並

云

、

藏

人

入

道

守

信

。

拠

雑

録

手

書

署

名

、

宗

信

為

是

。

蓋

初

称

豊

後

守

後

更

改

藏

人

頭

・
中
島
式
部
少
輔
氏
種
・
野
野
村
伊
豫
守
吉
安

難

波

戦

記

作

雅

春

・

系

図

幸

成

。

今

従

友

仙

訂

正

・
堀
田
図
書
助
正
高
是
な
り
。
徳

川

記

・

難

波

戦

記

正

高

作

勝

喜

。

今

従

友

仙

訂

正

是
に
至
り
七
隊

長
、
且
元
を
諭
し
互
い
に
戦
争
無
し
。
且
元
の
子
出
雲
守
孝
利

友

仙

考

訂

曰

、
初

名

元

包

後

更

今

名

を
し

て
城
中
に
入
れ
質
と
為
さ
し
む
。
大
野
治
長
の
子
信
濃
守
治
徳
城
外
に
出
で
質
と
為
る
。
事
平

し
互
い
に
其
の
質
を
還
し
て
去
る
。
家

忠

日

記
・
德

川

記
・
慶

元

記

並

曰

、
七

隊

長

送

至

御

厨

辺

。
難

波

戦

記

曰

、

且

元

経

河

内

路

過

鳥

養

渡

。

松

栄

紀

事

曰

、

七

隊

長

率

五

子
（

千

）

余

兵

送

且

元

至

渡

口

。

互

還

其

質

。

一

本

難

波

戦

記

曰

、

或

云

、

距

大

阪

城

二

里

。

至

松

原

還

質

。

或

云

、

伊

東

丹

後

守

・

堀

田

図

書

助

送

至

大

和

川

堤

上

還

質

。

或

云

、

送

至

御

厨

辺

還

質

。

皆

非

也

。

在

大

阪

城

中

還

質

。

為

得

実

。

今

従

之

○

松

栄

紀

事

曰

、

渡

口

少

舟

、

且

元

之

兵

頗

喧

擾

。

此

時

治

長

出

兵

撃

之

即

必

不

能

免

。

然

畏

且

元

之

勇

幸

共
（

其

）

退

去

不

敢

追

撃

。

按

ず

る

に

、

七

隊

長

務

め

て

安

輯

し

戦

争

無

か

ら

し

め

ん

と

欲

す

。

縦

ひ

治

長

兵

を

出

さ

ん

と

欲

す

と

も

七

人

必

ず

之

を

止

む

。

且

諸

書

載

せ

ざ

る

所

な

り

。

故

に

取

ら

ず

。

元
重
、

且
元
を
諌
め
て
曰
は
く
「
阿
兄
、
関
東
に
属
さ
ず
は
則
ち
宜
し
く
披
剃
し
高
野
山
に
入
り
以
て
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忠
貞
の
志
を
著
す
べ
し
」
と
。
且
元
曰
は
く
「
之
を
初
め
に
施
さ
ば
則
ち
可
。
計
已
に
晩
し
。

今
我
披
剃
せ
ば
則
ち
修
理
輩
必
ず
相
詬 けが
し
（

は

ず

か

し

め

る

）

以
為
へ
ら
く
、
彼
、
軀
命
（

身

命

）

を
惜

し
む
故
に
亡
げ
去
る
と
。
今
に
在
り
て
は
則
ち
薙
染
す
べ
か
ら
ず
」
と
。
遂
に
茨
城
古
塁
に
入

る
。
是
よ
り
大
野
治
長
独
り
兵
馬
の
権
を

檀
ほ
し
い
ま
ま

に
す
。
家

忠

日

記

・

難

波

戦

記

且
元
、
使
を
駿
府
に

遣
は
し
告
げ
茨
城
に
退
き
入
る
。
神
祖
大
い
に
怒
り
大
阪
を
伐
つ
の
志
有
り
。
駿

府

記

・

家

忠

日

記

・

德

川

記

・

松

栄

紀

事

是
日
、
秀
頼
、
大
野
治
長
・
其
弟
治
房
・
織
田
有
楽
・
其
子
長
孝
・
木
村
重
成
・
渡
辺
尚
・
薄

田
兼
相
及
び
七
隊
長
を
召
し
挙
兵
を
決
議
す
。
徳

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

七
隊
長
皆
其
言
售 むく
（

報

）

い
ざ
る
を
怨
み
肯
へ
て
出
で
ず
。
治
長
饗
に
託
し
之
を
召
す
。
青
木
一
重
曰
は
く
「
忠
勇
片
桐

東
市
正
の
如
き
は
疑
を
蒙
り
黜
せ
ら
る
。
余
も
亦

屢
し
ば
し
ば

駿
府
に
使
し
元
正
を
賀
す
。
頗
る
大
御
所

と
旧
有
り
。
故
に
嫌
疑
を
以
て
部
下

共
（
兵
）

士
を
収 とら
ふ
。
其
余
の
同
僚
も
亦
与 とも
に
軍
議
を
聞
く
を
得

ず
。
今
之
を
召
し
城
に
入
れ
ん
と
欲
す
。
此
れ
何
ぞ
児
童
を
欺
く
に
異
な
ら
ん
や
」
と
。
堀
田
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正
高
・
中
島
氏
種
も
亦
一
重
の
言
の
如
し
。
速
水
守
久
之
を
和
解
す
。
是
に
よ
り
七
隊
長
召
し

に
応
ず
と
雖
へ
ど
も
諸
将
の
軍
議
協
せ
ず
。
難

波

戦

記

・

浪

花

戦

記

板
倉
勝
重
急
歩
を
遣
は
し
駿
府

に
告
状
す
。
神
祖
之
を
聞
き
て
曰
は
く
「
吾
秀
頼
を

矜
あ
わ
れ

み
教
諭
す
る
こ
と
再
四
。
其
の
図 と

を
改

む
る
を
冀 ねが
ふ
。
而
れ
ど
も
昏
迷
悟
ら
ず
。
逆
謀

滋
ま
す
ま
す

甚
だ
し
。
兵
を
以
て
之
を
除
か
ざ
る
を
得
ず
」

と
。
輒
ち
江
戸
に
報
じ
兵
馬
を
督
す
。
大
将
軍
、
西
州
の
列
侯
に
下
令
す
。
江
城
の
塁
壁
既
に

成
る
、
宜
し
く
各
其
国
に
還
り
士
馬
を
簡
練
し
期
を
守
り
以
て
大
阪
に
会
ふ
べ
し
と
。
東
国
の

列
侯
に
は
高
田
城
完

葺
し
ゅ
う

功
竣
す
、
亦
宜
し
く
国
に
還
り
以
て
出
師
の
期
を
待
つ
べ
し
と
。
家

忠

日

記
・
德

川

記
・
難

波

戦

記
・
松

栄

紀

事

。
此

非

一

日

之

事

。
欲

其

事

実

接

続

。
故

終

言

之

。
下

倣

之

保
科
正
光
命
を
奉 う

け

淀
城
を
警
備
す
。
家

忠

日

記

二
日
、
秀
頼
書
を
諸
国
に
馳
せ
、
庚
子
の
乱
の

久
（
反
）

徒
に
党
し
山
沢
に
逃
匿
す
る
者
を
招
く
。
眞

田
信
仍
・
長
曾
我
部
盛
親

松

栄

紀

事

曰

、

長

曾

我

部

祐

夢

流

寓

京

師

二

条

街

市

。

板

倉

勝

重

慮

其

有

異

図

毎

日

遣

兵

士

巡

察

旅

舎

。

祐

夢

憚

其

為

己

労

人

曰

、

与

浅

野

但

馬

守

有

旧

約

。

願

往

紀

州

以

立

戦

功

。

勝

重

謂

、

但

馬

守

未

来

。

祐

夢

之
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情

叵
（

不

可

）

測

。

乃

伏
（

使

）

其

親

友

保

之

。

親

友

奉

契

券

保

之

。

時

秀

頼

密

遣

使

招

之

。

許

以

封

国

祐

夢

倍

親

友

之

誓

約

。

乗

夜

入

大

阪

城

。

秀

頼

大

悦

賜

印

章

使

之

招

募

四

国

之

士

。

祐

夢

旧

部

曲

来

聚

可

百

騎

。

秀

頼

使

祐

夢

為

一

万

之

将

。

按

ず

る

に

、

盛

親

剃

髪

し

祐

夢

と

号

す

る

、

上

文

五

年

に

見

ゆ

。

然

る

に

諸

書

皆

元

名

に

係

く

。

今

之

に

従

ふ

。

蓋

し

兵

起

し

髪

を

養

ふ

な

り

。
・
明
石
守
重

旧

宇

喜

多

秀

家

之

臣

。

関

原

之

役

従

秀

家

事

見

五

年

。

松

栄

紀

事

曰

、

守

重

家

甚

富

。

秀

家

被

流

後

流

落

。

素

奉

耶

蘇

宗

。

遇

禁

逃

匿

。

今

応

秀

頼

之

招

・
仙
石
宗
也

旧

称

豊

前

守

。

松

栄

紀

事

曰

、

事

仙

石

秀

久

有

罪

被

錮

・
後
藤
又
兵
衛
年
房

松

栄

紀

事

曰

、

旧

黒

田

長

政

之

臣

。

有

罪

出

奔

。

被

錮

匿

于

南

都

。

大

野

治

長

密

養

之

。

以

女

姪

妻

之

。

諸

書

名

基

次

。

細

川

家

傳

録

作

元

親

、

南

行

雑

録

曰

、

初

名

正

氏

。

大

阪

之

役

更

年

芳

。

今

従

之

・
内
藤

新
十
郎
政
勝

拠

武

田

系

図

又

十

郎

政

貞

子

、
旧

武

田

氏

伊

豆

守

元

光

之

子

内

蔵

助

某

。
有

故

養

於

内

藤

氏

。
国
（

因

）

更

内

藤

氏

。

冬

夏

事

記

曰

、

淀

殿

侍

女

宮

内

卿

子

・
御
宿
勘
兵
衛
政
友

拠

武

田

系

図

武

田

氏

之

族

。

監

物

信

友

子

。

始

事

北

條

氏

政

後

事

越

前

少

将

忠

直

。

有

故

叛

入

城

。

称

越

前

守

。

前

車

後

語

集

作

長

則

。

難

波

戦

記

正

倫

。

蓋

与

政

友

同

音

。

今

従

武

田

系

図

。

浪

花

戦

記

曰

、

勘

兵

衛

秀

頼

馬

芸

師

也

・
山
口
左
馬
助
弘
定

難

波

戦

記

曰

、

大

聖

寺

城

主

玄

蕃

頭

第

二

子

・
小
倉
作
左
衛
門
行
春

徳

川

記

・

難

波

戦

記

並

作

行

陰

。

今

従

松

栄

紀

事

。

旧

事

蒲

生

氏

郷

領

一

万

石

・
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大
場
土
佐
守
・
平
子
主
膳
・
塙
檀
右
衛
門
直
次

旧

事

加

藤

嘉

明

筑

紫

軍

記

作

直

之

。
今

従

慶

元

記

〇

浪

花

戦

記

塙

作

埴

是

也

。

国

音

転

写

並

誤

。

作

塙

然

伝

襲

既

久

。

今

世

亦

有

塙

氏

故

不

輒

改

・
岡
部
大
学
則
綱

冬

夏

事

記

曰

、

大

学

初

称

大

塚

大

学

。

与

塙

團

右

衛

門

事

加

藤

嘉

明

・
山
川
帯
刀
賢
信

旧

事

浅

野

幸

長

。

徳

川

記

作

景

綱

。

今

従

難

波

記

・

難

波

戦

記

・
長
岡
與
五
郎
興
秋

細

川

忠

興

第

二

子

。

忠

興

有

故

絶

之

北
川
二
郎
兵
衛
宣
勝
等
客
兵

知
名
の
士
相
踵
来
集
す
。
徳

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

・

松

栄

紀

事

板
倉
勝
重
、
関
を
淀
葛
葉
に
置
き

客
兵
の
大
阪
に
入
る
者
を
按
験
す
（

調

べ

る

）
。
猶
ほ
逸
去
を
慮
り
市
人
を
し
て
各
保
伍
を
為
さ
し

め
客
兵
を
出
だ
す
を
禁
ず
。
初
め
豊
臣
秀
吉
金
錘
を
作
り

俗

称

千

牧
（

枚

）

分

銅

城
中
に
蔵
す
。
大

野
治
長
之
を
毀 こぼ
ち
急
ぎ
之
を
鎔
範
す
（

と

か

し

鋳

る

）
。
小
川
七
郎
右
衛
門
を
し
て
其
事
を
監
し
む
。

名
づ
け
て
竹
流
と
曰
ふ
。
諸
士
に
頒
ち
給
ふ
。
大

阪

記

・

松

栄

紀

事

故
に
諸
国
の
客
兵
飢
渇
を
免
か

れ
ん
為
に
名
氏
を
詐
冒

さ

ぼ

う

し
誰

某
そ
れ
が
し

と
称
し
以
て
招
募
に
応
ず
。
号
す
る
こ
と
六
万
余
騎
。
松

栄

紀

事

作

五

万

騎

。
大

阪

記

七

万

三

千

五

百

人

。
今

従

難

波

戦

記

〇

創

業

記

曰

僑

人

有

質

者

徴

之

。
無

質

者

不

徴

大
野
治
長
建
議

す
。
列
侯
の
大
阪
に
属
す
る
に
応
ず
る
者
、
皆
秀
頼
の
印
章
を
斉
へ
之
を
招
く
も
、
竟
に
至
る
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者
無
し
。
徳

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

・

松

栄

紀

事

○

大

阪

記

曰

、

秀

頼

遣

巖

瀬

長

兵

衛

於

會

津

、

誘

松

平

下

野

守

。

遣

雨

森

三

右

衛

門

於

廣

島

、

誘

福

島

左

衛

門

大

夫

。

皆

不

応

大
野
治
房
、
船
場
街
を
以
て
要
害
と
為
し
寨
を
築

き
以
て
東
軍
を
拒
が
ん
と
欲
す
。
青
木
一
重
・
伊
東
長
次
、
之
を
難
じ
て
曰
は
く
「
嘗
て
老
兵

の
言
を
聞
く
に
城
守
は
内
広
き
を
忌
む
。
敵
を
禦
ぐ
は
必
ず
難
し
。
況
ん
や
天
下
の
兵
に
対
す

る
を
や
。
歳
月
を
遷
延
し
市
人
を
招
集
す
。
糧
食
を
耗
費
す
る
は
甚
だ
無
謂
な
り
。
兵
を
選
び

簡
約
に
す
る
に
如
か
ず
」
と
。
治
房
聴
か
ず
。
寨
を
船
場
に
築
く
。
農
商
を
駆
り
入
城
せ
し
む
。

士
人
と
雑
守
す
。
一

本

難

波

戦

記

三
日
、
神
祖
、
引
両

ひ
き
り
ょ
う

の
幕
及
び
白
旗
を
尾
張
宰
相
義
直
に
賜
ふ
。
帰
藩
発
兵
す
。
冬

夏

事

記

係

四

日

。

今

従

年

譜

・

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

中
黒
幕
及
び
白
旗
を
遠
江
宰
相
頼
宣
に
賜
ふ
。
率
兵
従
駕

す
。
創

業

記
・
松

栄

紀

事
・
浪

花

戦

記

曰

、
所

賜

両

宰

相

之

旗

、
新

田

氏

以

来

所

伝

徳

川

家

也

。
大

御

所

為

前

将

軍

准

致

仕

。

故

不

用

旗

、

唯

用

認

旗

。

冬

夏

事

記

曰

、

所

賜

両

卿

旗

幕

其

数

皆

同

。

至

于

後

世

官

位

班

資

両

家

相

対

。

使

無

優

劣

。

但

義

直

卿

帰

藩

出

師

。

故

至

僕

圍

皆

擐

甲

。

頼

宣

卿

在

駿

府

故

従

駕

。

故

不

戎

服
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是
日
、
加
納
城
主
松
平
摂
津
守
忠
政
卒
す
。
年
三
十
五
。
子
忠
隆
嗣
ぐ
。
駿

府

記

・

家

忠

日

記

。

按

ず

る

に

、

忠

隆

元

和

七

年

、

台

廟

諱

字

を

賜

ふ

。

従

五

位

下

に

叙

せ

ら

れ

飛

騨

守

に

任

ぜ

ら

る

。

然

る

に

幼

名

考

す

る

所

無

し

。

故

に

其

名

を

書

く

秀
頼
、
大
野
治
長
に
命
じ
糧
食
を
儲
峙

ち

ょ

じ

（

た

く

わ

え

る

）

せ
し
む
。
治
長
、
大
坂
・
界

津
・
尼
崎
渡
口
に
泊
す
る
所
の
商
船
を
点
ず
。
多
く
金
銀
を
出
だ
し
其
米
を
買
ふ
。
数
日
間
に

二
十
万
斛 こく
を
得
。

難

波

戦

記

関
東
の
貢
米
二
万
斛

創

業

記

曰

、
二

万

斛

。
松

栄

紀

事

曰

五

万

斛

。
家

忠

日

記

不

書

量

数

。

今

従

德

川

記

・

慶

元

記

・

冬

夏

事

記

大
阪
港
口
に
在
り
。
治
長
兵
を
遣
は
し
之
を
戍
る
。
船
発

す
る
を
得
ず
。
板
倉
勝
重
之
を
聞
き
、
書
を
織
田
有
楽
及
び
治
長
に
遣
は
し
て
曰
は
く
「
諸
君

城
守
す
と
聞
く
。
糧
食
之
を
闕 か

く
を
想
ふ
。
幸
い
漕
運
の

粗
（
租
）

税
有
り
。
宜
し
く
之
を
取
り
以
て

兵
食
に
資
す
べ
し
」
と
。
治
長
之
を
覧
、
即
日
船
を
放
ち
去
ら
し
む
。
時
の
人
勝
重
の
智
算
を

称
む
。
創

業

記

・

家

忠

日

記

・

德

川

記

・

慶

元

記

・

冬

夏

事

記

・

松

栄

紀

事

是
に
先
ん
じ
、
福
島
正
則
、
米
八

万
石
を
運
び
大
阪
に
在
り
。
大
野
治
長
、
書
を
正
則
に
遣
は
し
之
を
借
る
。
正
則
之
を
許
す
。

故
に
神
祖
、
其
異
志
有
る
を
疑
ふ
。
創

業

記
・
浪

花

戦

記

初
め
大
虞
院
、
秀
頼
昏
愚
に
し
て
蒞
政

り

せ

い

（

政
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治

に

た

ず

さ

わ

る

）

能
は
ざ
る
を
知
り
、
織
田
常
眞
を
以
て
大
将
と
為
さ
ん
と
欲
す
。
而
る
に
常
眞
脱

去
す
。
外
は
平
常
と
異
な
ら
ず
と
雖
へ
ど
も
内
実
は
畏
縮
す
。
治
長
等
以
為
へ
ら
く
、
福
島
正

則
・
黒
田
長
政
・
加
藤
嘉
明
皆
太
閤
の
厚
遇
す
る
所
、
羽
翼
を
為
す
べ
し
と
。
而
れ
ど
も
三
人

皆
江
府
に
在
り
。
竟
に
来
帰
せ
ず
。
其
余
の
諸
侯
一
人
と
し
て
命
に
応
ず
る
者
無
し
。
故
に
皆

憂
懼
す
れ
ど
も
勢

中
ち
ゅ
う

輟 てつ
す
（

途

中

で

や

め

る

）
べ
か
ら
ず
。
乃
ち
励
衆
声
言
を
為
す
。
駿
府
・
江
府

出
師
来
攻
せ
ば
則
ち
我
後
を
断
つ
の
計
有
り
。
諸
大
家
の
内
に
帰
順
を
懐
ふ

寺
（
者
）

、
間
に
乗
じ
来

集
せ
ば
、
則
ち
百
万
の
衆
と
雖
へ
ど
も
何
ぞ
懼
る
る
こ
と
之
れ
有
ら
ん
と
。
是
に
於
て
兵
を
分

け
四
面
に
寨
を
築
き
固
守
す
。
中
島
は
要
害
の
地
、
防
禦
に
利
あ
り
。
故
に
北
は
関
を
天
満
・

中
島
に
設
け
以
て
西
国
の
兵
に
備
ふ
。
南
は
天
王
寺
・
今
宮
に
至
る
ま
で
壕
を
鑿
つ
こ
と
三
里

ば
か
り
。
石
壁
を
築
く
こ
と
高
さ
一
丈
。
壁
上
に
木
刺
を
列
し
以
て
我
兵
を
し
て
登
り
得
ざ
ら

し
む
。
濠
底
に
材
木
を

交
こ
も
ご
も

加
へ
て
渉 わた
り
得
ざ
ら
し
む
。
東
は
大
和
川
・
木
津
川
二
水
を
以
て
険

と
為
し
、
志
貴
野
・
今
福
よ
り
鷺
島
に
至
る
ま
で
河
水
を
田
に
激
し
馬
を
馳
せ
得
ざ
ら
し
む
。
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鷺
島
広
さ
二
・
三
町
水
深
二
丈
ば
か
り
。
船
に
非
ず
は
渡
る
を
得
ず
。
西
は
穢
多
城
・
傳
法
院

に
至
る
ま
で
戍
兵
を
列
す
。
街
市
は
城
に
至
る
ま
で
深
隍
を
穿
つ
こ
と
二
町
ば
か
り
。
人
馬
超

越
す
る
を
得
ず
。
唯
だ
南
一
面
は
空
堀
。
城
兵
を
し
て
馳
騁 てい
（

は

せ

る

）

に
便
な
ら
し
む
。
眞
田
信

仍
、
寨
を
天
王
寺
東
南
に
築
く
。
方
百
歩
。
眞
田
二
城
と
号
す
。
大

阪

記

曰

、

城

南

平

野

口

門

前

、

姨

瀬

村

西

稲

荷

山

東

最

為

要

害

之

地

。
後

藤

又

兵

衛

引

縄

画

地

。
以

築

寨

。
眞

田

左

衛

門

佐

請

曰

、
臣

兄

伊

豆

守

為

大

御

所

之

近

臣

。

想

、

公

上

亦

有

疑

臣

之

心

。

願

得

此

寨

拒

守

。

及

戦

則

闔

大

城

之

門

以

釈

衆

人

之

疑

。

且

固

内

之

謀

也

。

秀

頼

許

之

。

又

兵

衛

不

悦

。
秀

頼

以

又

兵

衛

指

揮

城

中

諸

軍

事

。
又

兵

衛

悦

。
使

左

衛

門

佐

守

寨

。
是

為

眞

田

出

丸

東
軍
来
攻
せ
ば
則
ち
西

門
よ
り
出
で
之
を
横
撃
し
、
兵
を
引
か
ば
則
ち
東
門
よ
り
入
る
。
伊
木
遠
雄
、
之
を
監
る
。
伊

丹
周
防
守
・
平
井
七
郎
兵
衛
・
山
川
賢
信
・
北
川
宜
勝
等
五
千
人
、
信
仍
の
部
兵
一
百
五
十
人

武
城
を
守
る
。
其
余
城
中
多
く
箭
眼
・
銃
眼
を
設
く
。
十
歩
に
一
櫓
を
構
ふ
。
兵
を
置
き
之
を

戍
る
。
守
禦
備
へ
至
ら
ざ
る
無
し
。
城
中
相
誇
り
て
曰
は
く
「

尺
（
天
）

険
加
ふ
る
に
人
力
を
以
て
す
。

兵
多
く
食
足
る
。
古
来
よ
り
堅
城
此
の
如
き
者
有
ら
ん
や
」
と
。
松

栄

紀

事

○

大

阪

記

曰

、

大

阪

城

広

袤
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（

こ

う

ぼ

う

＝

東

西

南

北

の

広

さ

）

二

里

八

町

。
難

波

戦

記

曰

、
城

西

深

池

隔

岸

則

西

海

人

馬

不

通

、
北

帯

大

河

。
唯

南

速
（

連

）

陸

而

地

勢

漸

高

。

石

壁

険

峻

五

層

殿

守

上

凌

雲

霄

。

東

南

隔

玉

造

口

。

築

眞

田

出

丸

。

西

南

道

頓

堀

下

流

。

穢

多

村

鑿

池

構

楼

櫓

。
備

銃

天
（

矢

）

以

防

西

国

兵

船

。
其

北

博

労

淵

前

有

二

川

。
西

則

葦

島

、
南

北

有

池

。
最

為

要

害

之

地

。
西

北

福

島

新

家

・

大

野

治

長

備

戦

艦

繋

大

安

宅

丸

。

使

宮

島

備

中

守

・

樋

口

丹

後

守

監

之

。

以

拒

舟

路

之

兵

。

福

島

寨

雉

堞

五

十

歩

亦

構

楼

櫓

。

小

倉

作

左

衛

門

・

大

野

道

見

守

之

。

東

北

京

橋

之

北

築

堤

列

柵

置

戍

兵

以

備

志

貴

野

・

今

福

之

敵

。

守

禦

之

方

無

復

所

遣

。

按

ず

る

に

、
此

れ

松

栄

紀

事

と

叙

事

同

じ

か

ら

ず

と

雖

へ

ど

も

地

形

異

な

る

こ

と

無

し

。
附

し

以

て

攷

に

備

ふ

眞
田
信
仍
建

議
し
て
曰
は
く
「
臣
料
る
に
、
関
東
北
国
の
兵
其
半
は
未
だ
京
師
に
至
ら
ず
。
兵
を
見
る
に
多

か
ら
ず
。
孤
城
を
座
守
す
る
は
計
の
得
る
者
に
非
ず
。
宜
し
く
山
崎
に
出
兵
し

親
み
ず
か

ら
三
軍
を
撫 も

ち

天
王
寺
に
建
旗
す
べ
し
。
毛
利
豊
前
守
と
臣
と
を
以
て
先
鋒
と
為
す
。
長
曾
我
部
宮
内
少
輔
・

後
藤
又
兵
衛
、
大
和
路
を
攻
め
宇
治
橋
に
拠
り
伏
見
城
を
陥
す
。
火
を
京
師
に
縦
た
ば
則
ち
畿

内
海
西
道
路
擁
塞
の
天
下
の
兵
必
ず
来
帰
せ
ん
。
此
れ
勝
を
制
す
る
の
術
な
り
」
と
。
後
藤
年

房
曰
は
く
「
策
誠
に
善
し
。
然
れ
ど
も
此
の
城
は
無
双
の
名
城
な
り
。
天
下
の
兵
を
挙
げ
之
を
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攻
む
と
も
三
、
五
年
間
必
ず
抜
く
能
は
ず
。

情
ま
こ
と

に
勢
屈
す
と
見
ゆ
。
太
閤
恩
遇
の
士
必
ず
通
謀

者
有
り
。
城
守
便
た
り
」
と
。
秀
頼
之
に
従
ふ
。
一

本

難

波

戦

記

・

浪

花

記

並

曰

、

大

野

修

理

素

欲

城

守

。

後

藤

又

兵

衛

欲

出

戦

。

略

与

眞

田

左

衛

門

佐

之

謀

相

似

。

十

幡

勘

兵

衛

為

間

在

城

。

沮

其

計

。

故

修

理

決

意

城

守

。

与

此

異

。

今

従

大

阪

記

大
坂
掌
書
記
和
久
半
左
衛
門
是
成
、
家

忠

日

記

云

、

後

更

是

安

松
平
政
宗
素 もと
厚
き
所
な
り
。

故
に
秀
頼
是
成
を
以
て
使
と
為
し
政
宗
を
誘
ふ
。
政
宗
兵
を
率
ゐ
江
戸
に
赴
き
是
成
と
小
山
に

遇
ふ
。
是
成
将 まさ
に
命
ぜ
ん
と
す
。
政
宗
怒
り
て
曰
は
く
「
我
何
故
秀
頼
に
党
せ
ん
、
儻 も

し
他
人

を
以
て
使
と
為
さ
ば
則
ち
立
ち
ど
こ
ろ
に
之
を
誅
す
。
汝
は
旧
知
な
り
。
故
に
汝
を
活
か
す
」

と
。
輒
ち
之
を
却
け
人
を
三
島
に
遣
は
し
要 もと
め
て
之
を
捕
へ
以
て
江
府
に
送
る
。
大
将
軍
、
三

島
代
官
井
出
藤
左
衛
門
・
佐
野
平
兵
衛
を
し
て
之
を
幽
せ
し
む
。
家

忠

日

記

・

德

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

・

松

栄

紀

事

。

諸

書

皆

云

、

乱

平

賜

是

成

於

政

宗

。

駿

府

記

係

十

一

月

三

日

曰

、

大

将

軍

至

三

島

。

政

宗

以

山

岡

志

摩

為

使

告

捕

半

左

衛

門

四
日
、
松
平
政
宗
江
戸
に
至
る
。
秀
頼
、
河
北
荘
左
衛
門
を
以
て
使
と
為
し
、
印
章
を
斉
へ
正
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宗
短
刀
を
島
津
家
久
に
贈
り
以
て
之
を
誘
ふ
。
家
久
之
を
却
け
て
曰
は
く
「
関
原
の
役
、
兵
庫

頭
、
秀
頼
の
命
を
奉 う

け
戦
陣
に
竭
力
す
。
大
い
に
関
東
の
旨
に
忤 もと
る
。
闔 こう
族
（

一

族

す

べ

て

）

誅
夷
に

当
る
。
而
る
に
罪
戻

ざ
い
れ
い

を
厚
宥
し
封
彊
安
堵
せ
ら
る
。
莫
大
の
恩
未
だ
嘗
て
一
日
た
り
と
も
之
を

忘
れ
ず
。
吾
秀
頼
の
命
に
応
ず
る
能
は
ず
」
と
。
乃
ち
其
使
を
逐
ひ
、
使
を
駿
府
に
遣
は
し
上

状
す
。
戦
期
を
奉
け
以
て
大
阪
に
会
す
る
を
請
ふ
。
駿

府

記

・

難

波

戦

記

・

松

栄

紀

事

大
将
軍
、
土
井

利
勝
を
以
て
使
と
為
し
神
祖
に
白
し
て
曰
は
く
「
大
阪
の
反
計
既
に
具
ふ
。
今
将
に
之
を
討
た

ん
と
す
。
願
は
く
は
、
大
人

た
い
じ
ん

先
づ
関
東
の
庶
務
を
処
分
せ
よ
。
然
る
後
に
兵
を
発
せ
ん
」
と
。

神
祖
報 かえ
し
て
曰
は
く
「
吾
先
づ
京
師
に
往
き
其
実
を
探
問
せ
ん
。
秀
頼
及
ば
ず
は
則
ち
速
や
か

に
駕
を
回
し
、
反
せ
ば
則
ち
将
軍
亟
や
か
に
之
を
討
て
。
今
〔
吾
〕

既
に
駕
を
命
ず
。
将
軍
も
亦

宜
し
く
大
兵
を
師 あつ
め
相
継
し
て
発
つ
べ
し
」
と
。
利
勝
命
を
奉
け
て
還
る
。
松

栄

紀

事

八
日
、
竹
中
重
信
、
江
城
の
塁
壁
を
修
築
す
。
功
竣
し
駿
府
に
来
謁
す
。
神
祖
、
其
の
福
島
正

則
の
旧
友
た
る
を
以
て
之
を
し
て
又
江
府
に
抵 いた
ら
し
む
。
正
則
を
諭
し
て
曰
は
く
「
大
阪
の
挙
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兵
は
必
ず
秀
頼
の
謀
に
非
ず
。
有
楽
・
修
理
・
長
門
輩
、
年
少
の
兇
徒
と
朋
比
し
秀
頼
を
欺
罔

し
邪
謀
を
構
へ
成
す
。
瞭
然
と
し
て
見
る
べ
し
。
子 し

、
太
閤
の
恩
眷
を
被
る
。
豈
に
復
び
秀
頼

を
疏
斥
す
る
や
。
今
茲

こ

ん

じ

（

今

年

）

の
挙
、
知
ら
ず
、
子 し

之
を
何
と
謂
ふ
。
秀
頼
、
吾
父
子
に
倍 そむ
か
ず
。

従
ひ
て
知
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
嫌
疑
の
際
は
人
の
処
し
難
き
所
。
子
、
兵
衆
を
以
て
息 そく
備
後
守

に
付
く
る
に
如
か
ず
。
江
府
に
留
守
し
以
て
衆
人
の
疑
を
釈 と

け
」
と
。
重
信
命
を

衛
（
銜
）

み
去
る
。

駿

府

記
・
松

栄

紀

事

板
倉
勝
重
日
に
大
阪
の
密
謀
を
報
す
。
松
平
定
勝
伏
見
城
に
在
り
。
松
平
信
吉
・

井
伊
直
孝

直

孝

時

以

大

暦

頭

在

伏

見

城

・
渡
辺
山
城
守
と
議
り
諜
を
大
阪
に
遣
は
し
、
城
中
の
動
息

悉
く
之
を
知
る
。
輒
ち
駿
府
・
江
府
に
報
す
。
大
阪
計
に
及
ぶ
こ
と
既
に
著
し
。
故
に
神
祖
、

大
将
軍
を
し
て
出
師
せ
し
め
之
を
討
つ
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

本
多
正
純
・
板
倉
重
昌
を
召
し
下

令
し
て
曰
は
く
「
大
和
諸
将
須
ら
く
本
州
に
在
り
以
て
号
令
を
待
つ
べ
し
。
伊
勢
・
近
江
・
美

濃
・
尾
張
・
参
河
・
遠
江
の
兵
須
ら
く
星
夜
馳
せ
上
り
淀
・
勢
多
に
屯
す
べ
し
。
北
国
の
兵
、

大
津
・
阪
本
・
堅
田
に
屯
し
、
四
国
の
兵
西
宮
・
兵
庫
に
屯
し
、
中
国
の
兵
池
田
に
屯
し
、
西
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国
の
兵
泉
州
沿
海
に
泊
す
べ
し
」
と
。
冬

夏

事

記

向
井
将
監
忠
勝
命
を
被
り
大
船
を
尼
崎
に
造
る
。

艪
一
百
挺
を
設
け
部
下
の
士
一
百
八
十
人
を
留
め
之
を
董 ただ
す
（

監

督

す

る

）
。
江
府
に
来
告
状
す
。
神

祖
、
松
平
定
行
を
以
て
前
鋒
に
属
し
伏
見
に
抵 いた
ら
し
む
。
父
定
勝
と
合
兵
し
以
て
伏
見
・
淀
二

城
を
守
る
。
松

栄

紀

事

松
平
信
吉
、
小
出
吉
英
を
副
と
し
泉
州
岸
和
田
城
を
守
る
。

鵞

峯

文

集

・

藤

井

松

平

紀

功

碑
・
松

栄

紀

事

井
伊
直
勝
罹
疾
す
。
故
に
其
弟
直
孝
を
し
て
佐
和
山
の
兵
を
将
ゐ
以
て
戦

期
に
会
せ
し
む
。
本
多
忠
政
、
伊
勢
路
の
主
将
と
為
り
桑
名
を
発
つ
。
松

栄

紀

事

○

浪

花

戦

記

曰

、

是

日

召

関

西

代

官

長

五

味

藤

九

郎

命

三

事

。

其

一

修

繕

道

路

橋

梁

、

其

二

点

定

諸

軍

郵

舎

、

其

三

聴

市

人

百

姓

之

訴

。

又

召

関

東

代

官

長

彦

坂

平

九

郎

、
運

輸

諸

軍

糧

食

、
使

無

之

絶

。
平

九

郎

監

関

東

八

十

万

石

之

租

税

。
時

人

此
（

比

）

之

蕭

何
（

漢

の

高

祖

功

臣

）
。
按

ず

る

に

、
此

時

彦

坂

氏

、
平

九

郎

と

称

す

る

者

無

し

。
蓋

し

九

兵

衛

光

正

な

り

。
皆

諸

書

載

せ

ざ

る

所

。
附

し

以

て

攷

に

備

ふ

十
日
、
宇
都
宮
城
主
奥
平
大
膳
大
夫
家
昌
卒
す
。
年
三
十
八
。
子
大
膳
亮
忠
昌
嗣
ぐ
。
家

忠

日

記

・

寛

永

系

図
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十
一
日
、
神
祖
、
麾
下
の
兵
五
百
余
騎
を
率
ゐ
駿
府
を
発
す
。
本
多
正
純
軍
事
を
指
揮
す
。
年

譜

・

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

德

川

記

・

難

波

戦

記

・

松

栄

紀

事

○

駿

府

記

曰

、

或

云

、

四

百

七

十

騎

荘
田
三
太
夫

難

波

戦

記

作

小

左

衛

門

。

蓋

更

称

也

・
穂
阪
金
右
衛
門
、
旗
奉
行
を
為
す
。
大
久
保
忠
教
・
若
林
和
泉
守
、
槍

奉
行
を
為
す
。
坪
内
總
兵
衛
・
渡
邊
彌
之
助
・
嶋
田
清
左
衛
門
・
山
岡
景
以
・
蜂
屋
七
兵
衛
・

布
施
孫
兵
衛
・
三
宅
源
右
衛
門
・
間
宮
左
衛
門
・
近
藤
秀
用
等
弓
銃
隊
長
を
為
す
。
難

波

戦

記

・

冬

夏

事

記

遠
江
宰
相
頼
宣
、
数
百
騎
を
将
ゐ

殿
し
ん
が
り

を
為
す
。
其
傅 ふ

安
藤
直
次
・
水
野
重
仲
、
之
に
従

ふ
。
水
戸
少
将
頼
□

松

栄

紀

事

曰

、

是

時

猶

称

鶴

千

代

麻

呂

駿
府
に
留
守
す
。
中
山
備
前
守
信
吉
之
を

保
護
す
。
三
宅
越
後
守
康
信

總

右

衛

門

康

貞

子

及
其
子
大
膳
亮
安
盛
番
直
す
。
松

栄

紀

事

是
日
、
神
祖
田
中
に
至
る
。
天
竜
川
浮
梁
成
る
。
監
吏
彦
坂
光
正
、
台
駕
未
だ
渡
ら
ず
行
人
を

禁
ず
べ
し
と
白
す
。
神
祖
曰
は
く
「
凡
そ
舟
梁
は
行
人
を
し
て
過
ぎ
易
か
ら
し
め
ん
が
為
な
り
。

豈
に
之
を
禁
ず
べ
き
。
但
だ
多
衆
競
ひ
渡
ら
ば
則
ち
応 まさ
に
速
壊
す
べ
し
。
宜
し
く
一
騎
に
て
過

ぎ
、
並
行
す
る
を
得
ざ
る
べ
し
」
と
。
駿

府

記

・

松

栄

紀

事
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十
二
日
、
懸
川
に
至
る
。
大
野
治
氏
大
阪
よ
り
還
り
言
ひ
て
曰
は
く
「
戎
を
興
し
怨
を
構
ふ
る
、

皆
織
田
有
楽
と
家
兄
修
理
と
の
為
す
所
な
り
」
と
。
神
祖
之
を
聞
き
其
城
中
に
留
せ
ざ
る
を
称

む
。
家

忠

日

記
・
德

川

記
・
難

波

戦

記
・
慶

元

記

並

曰

、
壱

岐

守

不

能

入

城

至

茨

城

逢

片

桐

且

元

。
諭

旨

而

帰

。
創

業

記

曰

、

神

祖

甚

怒

。

使

壱

岐

守

不

得

入

城

。

今

従

駿

府

記

・

松

栄

紀

事

是
に
先
ん
じ
板
倉
勝
重
、
関
を
淀
・
伏
見
に
設

け
僑
人
（

浪

人

）

を
按
験
す
。
木
村
總
右
衛
門
・
河
村
与
三
右
衛
門
を
し
て
淀
関
を
戍
ら
し
む
。
僑

人
柏
原
源
左
衛
門
多
衆
を
率
ゐ
、
中
夜
、
関
を
斬
り
将
に
大
阪
城
に
入
ら
ん
と
す
。
總
右
衛
門
・

与
三
右
衛
門
追
撃
し
八
幡
堤
に
戦
ふ
。
源
左
衛
門
を
斬
り
級
を
送
る
。
勝
重
、
之
を
吉
田
駅
に

上
た
て
ま
つ

る
。
松

栄

紀

事

大
坂
中
島
寨
既
に
成
る
。
織
田
雲
生
寺

左

門

長

頼

薙

髪

号

雲

生

寺

数
百
騎
を
率
ゐ
戦

場
を
按
行
し
、
尼
崎
側
近
を
過
ぐ
。
片
桐
且
元
二
百
余
人
を
遣
は
し
尼
崎
を
援
く
。

適
た
ま
た
ま

雲
生
寺

と
遇
ひ
中
路
に
戦
ふ
。
衆
寡
敵
せ
ず
。
且
元
の
兵
戦
死
す
る
も
の
三
十
余
人
。
遂
に
潰
走
す
。

是
よ
り
茨
城
左
右
土
寇
多
く
起
つ
。
且
元
、
援
を
板
倉
勝
重
に
乞
ふ
。
勝
重
、
丹
波
の
兵
を
督

し
援
に
赴
か
し
む
。
村
上
三
右
衛
門
吉
正
、
丹
波
一
邑
を
領
す
。
土
人
其
の
恵
み
を
懐
ふ
。
吉
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正
民
兵
を
率
ゐ

光
（
先
）

に
到
る
。
難

波

戦

記

・

松

栄

紀

事

秀
頼
、
兵
を
遣
は
し
界
津
を
侵
さ
ん
と
欲
す
。

市
人
、
硝
石
一
千
斤
を
輸 いた
し
秀
頼
の
印
章
を
請
ふ
。
片
桐
且
元
兵
を
遣
は
し
其
故
を
詰
問
す
。
創

業

記

○

浪

花

戦

記

曰

、
市

人

聞

寇

至

、
悉

欲

離

散

。
阿

加

屋

生

順

数

百

年

来

相

承

。
其

家

富

豪

。
巡

市

諭

曰

、
老

弱

不

可

妄

動

。

須

使

老

人

献

硝

石

一

千

斤

於

大

阪

以

請

禁

剽

掠

。
丁

壮

二

百

人

須

護

送

政

所

芝

山

小

兵

衛

於

岸

和

田

。
大

阪

詰

之

則

委

罪

丁

壮

、

政

所

詰

之

則

委

罪

老

人

。

如

此

則

必

免

過

矣

。

果

如

其

詐

。

按

ず

る

に

、

硝

石

を

輸
（

い

た

）

す

、

諸

書

載

せ

ざ

る

所

に

し

て

創

業

記

と

合

ふ

。
今

是

に

従

ふ

。

秀
頼
、
赤
坐
内
膳
正
・
槇
島
玄
蕃
頭
昭
光

細

川

家

傳

録

曰

、
後

剃

髪

号

云

菴

を

し
て
三
百
余
騎
を
率
ゐ
界
津
を
侵
さ
し
む
。
政
所
芝
山
小
兵
衛
定
好
、
眼
を
患
ふ
。
且
、
兵

寡
す
く
な

く

拒
ぐ
能
は
ず
。
定

好

患

眼

拠

浪

花

戦

記

富
商
今
井
宗
薫
、
素 もと
関
東
に
属
す
。
大
阪
の
兵
、
其
の
貨
財

を
奪
は
ん
と
欲
す
。
宗
薫
救
を
片
桐
且
元
に
求
む
る
も
援
軍
未
だ
至
ら
ず
。
大
阪
の
兵
、
宗
薫

及
び
其
子
宗
呑
を
禽
へ
城
中
に
送
り
貨
財
を
籍
没
す
。
定
好
岸
和
田
に
奔
る
。
家

忠

日

記

・

德

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

・

松

栄

紀

事

○

家

忠

日

記

曰

、

定

好

奔

阿

波

。

松

栄

紀

事

曰

、

奔

南

都

法

隆

寺

。

冬

夏

事

記

曰

、

奔

高

野

山

。
蓋

乱

平

後

懼

罪

入

高

野

山

也

。
今

従

創

業

記
・
浪

花

戦

記
・
雑

録
・
今

井

彦

右

衛

門

家

伝

尼
崎
は
西
海
の
要
津
な
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り
。
戍
将
建
部
三
十
郎
政
長
、
年
尚
ほ
少 わか
し
。

政

長

後

称

内

匠

更

任

丹

波

守

神
祖
、
其
姻
戚
松
平
利

隆
を
し
て
之
を
援
け
し
む
。
利
隆
、
其
宰
池
田
越
前
・
南
部
越
後
を
遣
は
し
同
守
せ
し
む
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

、

無

越

後

而

作

越

前

一

人

。

冬

夏

事

記

亦

無

越

後

而

作

池

田

越

前

・

田

宮

対

馬

二

人

。

今

従

德

川

記

・

難

波

戦

記

・

浪

花

戦

記

。

又

按

ず

る

に

、

上

文

五

月

、

池

田

越

前

守

重

利

始

め

て

神

祖

に

謁

す

。

豈

に

即

ち

此

人

な

ら

ん

や

。

未

詳

十
三
日
、
神
祖
中
泉
に
至
る
。
中
路
に
日
日
放
鷹
す
。
従
駕
の
歩
騎
皆
大
路
を
過
ぐ
。
長
谷
川

藤
廣
上
言
す
。
去
る
九
月
二
十
四
日
、
高
山
南
坊
・
内
藤
如
安
等
邪
徒
一
百
余
輩
を
阿
媽
港
に

放
つ
と
。
徳

川

記

・

難

波

戦

記

曰

、

間

宮

権

左

衛

門

還

自

長

崎

白

之

。

今

従

駿

府

記

福
島
正
則
、
使
者
を
馳
せ

竹
中
重
信
に
伝
旨
を
謝
し
て
曰
は
く
「
臣
、
秀
頼
母
子
逆
謀
に
陥
る
を
憂
ふ
る
に
勝
へ
ず
。
書

を
以
て
之
を
諌
む
。
大
約
に
以
為
へ
ら
く
、
今
大
仏
を
経
営
す
る
に
因
り
関
東
の
旨
に
忤 もと
る
、

是
れ
速
亡
を
招
く
な
り
。
請
ふ
、
亟
や
か
に
図 と

を
改
め
よ
。
淀
殿
を
以
て
関
東
に
質
し
其
の
罪

を
陳
謝
せ
ば
則
ち
以
て
久
安
た
る
べ
し
。
正
則
既
に
妻
子
を
江
城
に
委
ね
忠
を
幕
下
に
尽
く
す
。

若
し
迷
ひ
て
返
せ
ず
城
に
拠
り
挙
兵
せ
ば
、
則
ち
正
則
も
亦
天
下
の
諸
軍
に
従
ひ
一
戦
し
之
を
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破
ら
ん
と
す
。
久
安
と
速
亡
と
二
者
孰
れ
得
た
る
。
宜
し
く
之
を
熟

籌
ち
ゅ
う

す
べ
し
」
と
。
駿

府

記

・

松

栄

紀

事

是
日
、
片
桐
且
元
、
騎
士
多
羅
尾
半
左
衛
門
・
日
此
加
左
衛
門
等
二
百
余
人
を
界
津
に
遣
は
し

之
を
援
く
。
尼
崎
に
至
る
。
半
左
衛
門
の
妻
孥
界
津
に
在
り
。
往
き
之
を
覓 もと
め
ん
と
欲
す
。
定

好
の
出
奔
を
知
ら
ず
。
小
舟
を
戍
将
建
部
政
長
に
乞
ひ
、
夜
界
津
に
至
る
。
政
所
の
門
を
敲 たた
く
。

甲
士
出
で
之
を
詰 と

ふ
。
半
左
衛
門
、
敵
界
津
を
奪
ふ
を
覚 さと
り
急
ぎ
去
る
。
敵
騎
之
を
追
ふ
。
半

左
衛
門
力
闘
し
遂
に
宗
薫
の
家
に
入
り
火
を
縦
ち
自
殺
す
。
難

波

戦

記

曰

、
多

羅

尾

半

左

衛

門
・

冨

田

太

郎

助

二

人

往

界

津

覓

妻

子

為

的

所

困

。

半

左

衛

門

自

殺

太

郎

助

亡

去

。

今

従

家

忠

日

記

・

德

川

記

・

慶

元

記

・

今

井

彦

右

衛

門

家

伝

〇

按

ず

る

に

、

半

左

衛

門

の

自

殺

、

難

波

戦

記

・

冬

夏

事

記

四

日

に

係

く

。

戦

記

曰

、

且

元

不

知

半

左

衛

門

之

死

。

十

日

遣

援

軍

。
或

云

、
十

日

半

左

衛

門

自

殺

。
十

四

日

遣

援

軍

。
今

按

ず

る

に

、
茨

城

よ

り

界

津

に

至

る

ま

で

相

去

る

こ

と

遠

か

ら

ず

。

四

日

よ

り

十

日

に

至

り

半

左

衛

門

の

事

を

知

ら

ざ

る

の

理

無

し

。
家

忠

日

記
・
松

栄

紀

事

並

び

日

せ

ず

。
創

業

記

考

異

曰

は

く

、

十

三

日

、

且

に

大

阪

の

兵

界

津

を

掠

せ

ん

と

す

。

市

正

兵

を

遣

は

し

之

を

救

ふ

と

。

今

之

に

拠

り

是

日

に

係

く

大
坂
の
兵
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米
二
十
万
斛 こく
及
び
魚
鳥
菜
蔬
薪
樵
勝
げ
て
計
ふ
べ
か
ら
ざ
る
を
得
、
皆
城
中
に
運
ぶ
。
又
金
銀

を
以
て
多
く
鉛
玉
・
火
薬
を
買
ふ
。
是
に
よ
り
城
中
の
儲
峙

ち

ょ

じ

豊
足

た
り
。
松

栄

紀

事

既
に
し
て
且

元
の
援
兵
尼
崎
に
至
る
。
船
を
建
部
政
長
に
乞
ひ
将
に
界
津
に
抵
ら
ん
と
す
。
池
田
越
前
・
南

部
越
後
相
議
り
て
曰
は
く
「
東
市
正
、
秀
頼
の
重
臣
な
り
。
近
く
大
坂
に
在
り
。
情
僞
叵
測

は

そ

く

（

は

か

れ

な

い

）
。
万
一
異
図
有
ら
ば
悔
及
ぶ
べ
か
ら
ず
」
と
。
遂
に
門
を
閉
ぢ
内 い

れ
ず
。
且
元
の
兵
進

退
拠
を
失
ふ
。
大
阪
の
諜
走
り
大
野
治
房
に
告
ぐ
。
治
房

家

忠

日

記

・

難

波

戦

記

作

治

長

。

今

従

冬

夏

事

紀

部
兵
木
村
六
兵
衛
父
子
に
命
じ
三
百
余
兵
を
率
ゐ
中
島
の
土
寇
三
右
衛
門
を
し
て
之
を
撃
た

し
む
。
家

忠

日

記

・

冬

夏

事

記

作

北

村

三

右

衛

門

。

以

為

土

人

。

拠

難

波

戦

記

、

喜

多

村

之

里

長

而

非

士

流

也

且
元
の

兵
与
戦
し
之
を
破
る
。
六
兵
衛
父
子
兵
を
分
け
二
隊
と
為
し
進
み
之
を
撃
つ
。
茨
城
の
驍
兵
牧

治
右
衛
門
・
川
島
五
兵
衛
・
十
河
久
兵
衛
以
下
悉
く
戦
死
す
。
僅
か
に
存
す
る
も
の
五
十
余
人
。

退
保
せ
ん
と
欲
す
。
伊
丹
の
土
寇
蟻
附
し
退
く
を
得
ず
。
伊
丹
の
郷
民
且
元
の
号
令
を
奉 う

く
と

雖
へ
ど
も
其
の
大
阪
に
叛
す
る
を
聞
き
一
人
と
し
て
応
ず
る
者
無
し
。
残
兵
茨
城
に
還
ら
ん
と
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欲
す
る
も
、
土
寇
前
を
邀 と

め
後
を
絶
ち
、
悉
く
戦
死
す
。
秀
頼
大
い
に
悦
び
六
兵
衛
以
下
の
土

寇
の
、
級
を
獲
る
者
を
賞
す
。
家

忠

日

記

・

難

波

戦

記

・

冬

夏

事

記

・

松

栄

紀

事

○

冬

夏

事

記

曰

、

片

桐

且

元

憤

池

田

越

前
・
田

宮

対

馬

在

尼

崎

城

不

救

我

兵

之

死

。
訴

于

京

尹

板

倉

勝

重

。
勝

重

以

健

歩

報

神

祖

。
神

祖

大

怒

、
使

勝

重

詰

問

之

。

時

、

武

蔵

守

屯

西

宮

。

勝

重

遣

使

問

之

。

武

蔵

守

大

驚

遣

使

尼

崎

問

其

故

。

戍

将

皆

曰

、

兵

寡

不

得

出

救

。

田

宮

対

馬

曰

、

尼

崎

咽

喉

之

地

、
内

府

公

面

諭

主

公

使

以

多

兵

戍

之

。
而

以

兵

寡

為

鮮
（

解

）

則

必

触

内

府

公

之

怒

。
宜

対

曰

、
城

兵

欲

出

救

之

。

田

宮

対

馬

固

止

之

曰

、
尼

崎

城

有

海

陸

二

途

。
敵

誘

我

兵

出

戦

。
而

自

海

路

襲

我

則

城

不

可

保

。
不

救

市

正

之

兵

而

使

之

尽

死

。

不

係

天

下

之

安

危

堕

計

失

城

。

則

悔

何

可

及

。

往

年

信

長

公

時

、

原

田

備

中

死

于

難

波

口

、

阪

井

右

近

死

于

堅

田

。

近

則

武

蔵

守

殿

祖

父

勝

入

公

死

于

長

湫

。

皆

侮

敵

軽

出

之

所

為

也

。

雖

是

市

正

之

兵

而

万

一

敵

設

奇

謀

詭

為

市

正

之

兵

。

亦

未

可

知

、

故

与

池

田

越

前
・
池

田

美

作

相

議

不

許

一

人

出

城

。
武

蔵

守

牒

其

言

於

勝

重

。
神

祖

覧

之

喜

曰

、
輝

政

善

用

兵

。
至

今

有

其

遺

風

。

後

来

尼

崎

城

外

雖

有

変

而

不

可

一

人

濫

出

。

下

令

武

蔵

守

褒

之

。

難

波

戦

記

・

大

阪

記

並

曰

、

神

祖

聞

池

田

越

前

・

南

部

越

後

不

内

且

元

之

兵

而

善

之

。

岩

淵

夜

話

曰

、

武

蔵

守

之

士

伴

大

膳

使

于

二

條

城

分

疏

其

事

。

三

説

各

異

。

未

知

孰

是

。

附

以

備

考

十
五
日
、
神
祖
吉
田
に
至
る
。
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是
日
、
大
将
軍
下
令
し
軍
列
を
定
む
。
家

忠

日

記

蜂
須
賀
至
鎮
、
使
を
阿
波
に
遣
は
し
秀
頼
の
挙

兵
を
其
父
蓬
菴
に
告
ぐ
。
阿

波

守

家

政

。
致

仕

剃

髪

号

蓬

庵

蓬
庵
兵
を
率
ゐ
南
海
を
航
し
吉
田
に
泊
る
。

本
多
正
純
に
就
き
謁
を
請
ふ
。
神
祖
、
蓬
庵
に
命
じ
江
府
に
径
往
し
大
将
軍
に
謁
せ
し
む
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

十
六
日
、
尾
張
宰
相
義
直
兵
を
将
ゐ
名
護
屋
を
発
す
。
其
傅 ふ

成
瀬
正
成
・
竹
腰
正
次
之
に
従
ふ
。

創

業

記

・

慶

元

記

・

年

譜

附

尾

十
七
日
、
神
祖
名
護
屋
に
至
り
留
す
る
こ
と
一
日
。
此
よ
り
鷹
を
駿
府
に
還
す
。
年

譜

・

創

業

記

・

駿

府

記

・

還

鷹

拠

難

波

戦

記

・

浪

花

戦

記

十
九
日
、
岐
阜
に
至
る
。
徳
永
量
昌
使
を
以
て
秀
頼
の
陳
謝
書
を
献
ず
。
本
多
正
純
之
を
上
る
。

神
祖
笑
ひ
て
曰
は
く
「
秀
頼
年
少 わか
し
。
故
に
有
楽
・
修
理
輩
の
誑
惑
す
る
所
と
為
り
、
以
て
不

軌
を
図
る
。
実
に
哀
れ
む
べ
き
な
り
。
是
春
秀
頼
書
を
加
賀
利
光
に
遣
は
し
以
て
之
を
招
誘
す
。

利
光
其
書
を
駿
府
に
上
る
。
吾
久
し
く
其
反
心
有
る
を
知
る
。
何
ぞ
之
無
し
と
謂
ふ
。
虚
偽
信
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ず
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
正
純
命
を
奉
け
檄
を
馳
す
。
島
津
家
久
・
毛
利
宗
瑞
・
鍋
島
勝

茂
・
黒
田
長
政
・
福
島
備
後
守
忠
勝

正

則

子

。

武

家

盛

衰

記

曰

、

初

名

正

元

後

改

正

勝

。

今

従

松

栄

紀

事

・

武

家

叙

任

・
松
平
忠
継
・
其
弟
忠
雄
・
浅
野
長
重
・
蜂
須
賀
至
鎮
・
加
藤
嘉
明
・
森
忠
政
・
田
中
忠

政
・
生
駒
一
正
、
其
余
鎮
西
中
国
の
諸
将
、
兵
を
率
ゐ
大
坂
に
会
す
。
駿

府

記

・

松

栄

紀

事

是
日
、
本
多
忠
政
平
潟
に
進
陣
す
。

諸

書

皆

作

枚

方

。
国

音

相

同

。
今

拠

鵞

峯

文

集
・
細

野

藤

敦

墓

誌

。
下

倣

之

。

按

ず

る

に

、
字

潟

を

写

と

書

く

。
皆

斥

鹵
（

せ

き

ろ

）
之

義

無

し

。
然

れ

ど

も

俗

に

従

ひ

通

用

す

松
平
忠
明
淀
に
陣
す
。

美
濃
の
兵
之
に
属
す
。
藤
堂
高
虎
大
和
路
に

趨
お
も
む

く
。
創

業

記

二
十
日
、
神
祖
柏
原
に
至
る
。
板
倉
勝
重
駅
を
飛
ば
し
上
言
す
る
に
、
大
坂
城
中
多
く
金
銀
を

以
て
市
人
を
購
ふ
。
或
は
二
條
城
に
行 こう
火 か

し
或
は
大
駕
を
狙
撃
す
と
。
駿

府

記

曰

、

大

坂

市

人

得

黄

金

五

百

枚

為

乞

者

欲

狙

大

駕

入

京

犯

之

。

創

業

記

曰

、

大

坂

城

中

使

仮

山

伏

六

十

余

人

放

火

二

條

辺

。

有

人

訴

之

捕

二

十

余

人

。

浪

花

戦

記

曰

、

青

蓮

防
（

院

ヵ

）

坊

官

杉

本

坊

捕

山

伏

二

十

人

於

粟

田

口

。

送

板

倉

勝

重

之

衛.

。

勝

重

推

鞠

之

。

皆

自

首

曰

、

大

野

修

理

亮

之

歩

卒

也

。

勝

重

下

之

獄

。

乱

平

放

出

之

事
皆
発
覚
し
其
党
与
を
捕
へ
之
を
誅
す
。
駿

府

記

・

松
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栄

紀

事

是
に
先
ん
じ
、
九
鬼
守
隆
、
戦
艦
五
十
余
艘
を
泛
べ
大
阪
に
至
り
港
口
を
塞
ぐ
。
諸
国
の

漕
運
及
び
商
舶
を
遏 とど
む
。

是
日
、
出
で
新
家
村
に
屯
す
。
家

忠

日

記

二
十
一
日
、
松
平
政
宗
・
上
杉
景
勝
各
其
兵
を
将
ゐ
江
府
を
発
す
。
創

業

期

・

慶

元

記

是
日
、
大
坂

城
兵
郭
外
の
人
家
を
自
焼
す
。
徳

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

二
十
二
日
、
神
祖
永
原
に
至
る
。
勝
重
又
上
言
す
。
界
津
監
吏
無
く
盗
賊
公
行
す
。
故
に
掲
榜

し
之
を
禁
ず
と
。
神
祖
、
竹
中
重
信
を
安
芸
・
備
後
に
遣
は
し
福
島
忠
勝
を
し
て
兵
を
勒 ろく
し
（

軍

を

統

御

す

る

）

戦
期
に
会
せ
し
む
。
備
後
冶
工
多
く
亟
や
か
に
鉄
盾
を
造
る
。
前
庭
半
入
大
阪
よ
り

来
。
神
祖
城
中
の
事
を
問
ふ
。
対
へ
て
曰
は
く
「
淀
殿
諸
将
に
号
令
す
。
故
に
士
卒
皆
不
平
を

懐
く
」
と
。

二
十
三
日
、
神
祖
矢
橋
に
至
る
。
快
船
に
乗
り
淀
城
に
至
り
径
ち
に
京
師
二
條
城
に
入
る
。
片

桐
且
元
父
子
を
召
し
大
坂
城
中
の
事
を
問
ふ
。
時
に
藤
堂
高
虎
京
師
に
在
り
。
亦
之
も
召
し
大
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阪
城
図
を
披
き
、
池
水
の
浅
深
を
問
ふ
。
且
元
・
高
虎
と
攻
戦
の
謀
略
を
議
る
。
駿

府

記

・

松

栄

紀

事

高
虎
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
陣
を
置
く
は
、
須
ら
く
墨
江
を
前
に
界
津
を
後
に
す
べ
し
」
と
。

高
虎
対
へ
て
曰
は
く
「
謹
ん
で
命
を
受
く
。
然
れ
ど
も
兵
は
敵
に
因
り
転
化
す
る
を
貴
し
と
す
。

陣
営
の
排
置
は
未
だ
予
定
す
べ
か
ら
ず
」
と
。
神
祖
其
の
対 こた
へ
を
善
し
と
す
。
高

虎

行

状

是
に
先

ん
じ
、
大
将
軍
、
軍
列
を
定
む
。
酒
井
忠
世
・
土
井
利
勝
・
安
藤
重
信
に
命
じ
三
条
を
下
令
し

軍
士
の
剽
掠
（

強

奪

）

を
禁
ず
。
難

波

戦

記

是
日
、
大
将
軍
江
戸
城
を
発
す
。
世
子
留
守
す
。
酒
井
重
忠
・
其
弟
忠
利
・
内
藤
政
長
、
庶
務

を
聞
く
に

与
あ
ず
か

る
。
高
木
主
水
正
正
次

主

水

助

清

秀

子

・
朝
倉
宣
長
之
に
副
ふ
。
米
津
勘
兵
衛
・
島

田
兵
四
郎
、
街
市
を
監
る
。
越
後
少
将
忠
輝
・
蒲
生
忠
郷
・
奥
平
忠
昌
・
最
上
家
親
・
鳥
居
忠

政
、
留
後
を
為
す
。
福
島
正
則
・
黒
田
長
政
・
加
藤
嘉
明
皆
関
白
秀
吉
の
恩
遇
を
受
け
其
勢
大

阪
に
敵
し
難
し
。
故
に
江
府
に
留
む
。
平
野
長
泰
・
谷
衡
好
、
駿
府
に
在
り
。
亦
秀
吉
の
恩
眷

の
士
た
る
故
に
二
人
を
し
て
江
府
に
来
在
せ
し
む
。
大
将
軍
、
発
に
臨
み
密
か
に
忠
輝
を
戒
め
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て
曰
は
く
「
正
則
・
長
政
等
若
し
異
図
有
ら
ば
速
や
か
に
誅
戮
す
べ
し
」
と
。
徳

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

・

松

栄

紀

事

越
前
少
将
忠
直
兵
二
万
を
将
ゐ
、
松
平
利
光
兵
二
万
を
将
ゐ
江
府
を
発
す
。
冬

夏

紀

事
（

事

記

）
・

慶

元

記

諏
訪
頼
水
甲
府
城
を
戍
り
、
渡
辺
囚
獄
祐
盛
沼
津
城
を
戍
る
。
小
笠
原
安

藝
守
信
盛

松

栄

紀

事

曰

、

時

十

一

歳

・
小
笠
原
新
九
郎
廣
信
、
相
州
三
崎
沿
海
を
戍
る
。
向
井
兵
庫

助
、
豆
州
走
水
を
戍
り
、
松
平
清
昌
参
州
本
阪
を
戍
る
。
遠
山
友
政
桑
名
城
を
戍
り
、
内
藤
信

正
長
濱
城
を
戍
る
。
戸
田
氏
鐵
膳
所
城
に
在
り
、
本
多
康
俊
之
に
副
ふ
。
其
余
処
所
の
城
堡
警

衛
厳
備
た
り
。
松

栄

紀

事

大
将
軍
の
前
鋒
第
一
、
酒
井
家
次
・
松
平
忠
良
・
松
平
忠
義
・
設
楽
甚

三
郎
貞
光
・
小
笠
原
若
狭
守
・
禰
津
小
五
郎
是
宗
・
水
谷
勝
隆
・
仙
石
兵
部
大
輔
忠
政

徳

川

記

・

松

栄

紀

事

並

作

好

俊

。

今

拠

武

家

補

任

訂

之

・
仙
石
大
和
守
久
隆
・
相
馬
大
膳
亮
利
胤

松

栄

紀

事

作

清

胤

。

按

ず

る

に

、

系

譜

相

馬

氏

、

清

胤

無

く

し

て

長

門

守

義

胤

の

子

大

膳

亮

利

胤

、

難

波

の

役

に

扈

従

す

。

今

之

を

訂

す

・
六
郷

政
乗
。
第
二
、
本
多
忠
朝
・
眞
田
河
内
守
信
吉

伊

豆

守

信

幸

長

子

。
松

栄

紀

事

作

伊

豆

守

信

次

誤

。
按

ず

る

に

、

真

田

系

図

伊

豆

守

信

次

と

い

ふ

者

無

し

。
今

難

波

戦

記
・
前

車

後

語

集

に

拠

り

之

を

訂

す

。
下

之

に

倣

ふ

・
秋
田
實
季
・
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浅
野
長
重
・
松
下
重
綱
・
植
村
主
膳
正
康
明
・
一
色
宮
内
大
輔
・
芳
賀
摂
津
守
。
第
三
、
榊
原

康
勝
・
松
平
康
長
・
北
條
出
羽
守
氏
重

美

濃

守

氏

盛

子

・
成
田
左
衛
門
尉
・
丹
羽
長
重
。
第
四
、

土
井
利
勝
・
佐
久
間
安
政
・
其
弟
勝
之
・
森
忠
政
・
堀
淡
路
守
直
重

監

物

直

政

第

二

子

丹

波

守

直

奇

弟

・

筒
井
主
殿
頭
定
慶

或

作

正

次

。

今

従

和

州

諸

将

傳

・

松

栄

紀

事

。

諸

将

傳

曰

、

順

慶

甥

称

藤

五

郎

。

順

慶

養

之

為

第

二

子

・
溝
口
伊
豆
守
善
勝

伯

耆

守

秀

勝

第

二

子

。

伯

耆

守

宣

勝

弟

・
高
力
高
房
・
由
良
貞
繁
。
第
五
、
酒

井
忠
世
・
細
川
興
元
・
牧
野
駿
河
守
忠
成
・
脇
坂
主
水
正
・
土
方
掃
部
頭
雄
重

河

内

守

雄

久

第

二

子

・

新
荘
直
定
・
杉
原
伯
耆
守
長
房

七

郎

左

衛

門

家

利

子

。

初

称

弥

平

太

・
鳥
居
成
次
・
稲
垣
重
綱
。
松

栄

紀

事

作

重

種

。

今

拠

寛

永

系

図

訂

之

麾
下
、
本
多
大
隅
守
忠
純

正

信

子

実

正

信

第

二

子

安

房

守

政

重

子

。

正

信

養

孫

為

子

〇

按

ず

る

に

、

諸

書

本

多

正

信

、

扈

従

の

列

に

在

り

と

。

創

業

記

に

拠

れ

ば

正

信

江

戸

を

発

す

る

こ

と

十

一

月

上

旬

に

在

り

。
下

文

に

見

ゆ

。
蓋

し

其

軍

列

を

定

む

る

こ

と

此

の

如

く

に

て

扈

従

に

非

ざ

る

な

り

。
故

に

書

か

ず

・
立
花
重
茂
・

其
弟
主
膳
正
直
次
・
前
田
大
和
守
利
孝

利

家

第

四

子

。
利

長

弟

・
日
根
野
吉
明
・
岡
部
美
濃
守
宣
勝

内

膳

正

長

盛

子

・
藤
田
忠
季
・
菅
谷
左
衛
門
尉
範
貞
・
秋
元
越
中
守
冨
朝

但

馬

守

泰

朝

子

及
び
那
須
・
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由
利
・
蘆
田
・
津
金
の
兵
之
に
従
ふ
。
島
田
次
兵
衛
重
次

按

ず

る

に

、

島

田

次

兵

衛

利

政

、

元

亀

三

年

三

方

原

の

戦

に

見

ゆ

。

其

の

後

慶

長

五

年
八

月

水

戸

城

に

使

す

。

重

次

豈

に

其

子

な

ら

ん

や

。
、

家

系

未

詳

・
三
枝
平
右
衛
門

昌
吉
旗
奉
行
と
為
る
。
昌

吉

後

任

土

佐

守

小
林
勝
之
助
正
次
・
米
津
梅
干
之
助
康
勝
・
水
田
善
左
衛

門
・
多
門
縫
殿
助
信
清
・
安
藤
正
次
・
小
宮
山
又
七
郎
・
戸
田
光
定
・
伊
東
右
馬
允
政
世
・
小

阪
新
介
・
松
田
六
郎
左
衛
門
定
勝
、
槍
奉
行
と
為
る
。
小
澤
瀬
兵
衛
忠
重
・
青
山
善
四
郎
重
長
・

内
藤
右
衛
門
尉
・
山
田
重
利
・
朝
比
奈
源
六
郎
正
重
・
安
部
正
之
・
今
村
彦
兵
衛
重
長
・
牟
礼

郷
右
衛
門
・
近
藤
勘
右
衛
門
用
政

石

見

守

康

用

第

三

子

。

登

之

助

秀

用

弟

・
石
川
又
四
郎
政
信
・
渡
邊
半

四
郎
宗
綱
・
村
瀬
重
治
・
中
川
半
左
衛
門
忠
勝
・
溝
口
外
記
常
吉
・
鵜
殿
石
見
守
氏
長
・
兼
松

源
兵
衛
正
成
等
使
番
と
為
る
。
秋
山
平
左
衛
門
昌
秀
・
荒
川
又
六
郎
忠
吉
・
中
山
照
守
・
神
谷

與
七
郎
清
正
・
山
角
又
兵
衛
正
勝
・
伊
東
長
兵
衛
弘
祐

家

忠

日

記

作

新

十

郎

。

今

従

松

栄

紀

事

諸
武
器

を
監
る
。
山
岡
五
郎
作
景
長
・
加
藤
伊
織
則
勝
・
永
井
白
元
・
高
木
九
兵
衛
正
次
・
木
村
源
太

郎
元
正
目
付
と
為
る
。
浅
野
六
之
助
道
多
・
五
味
金
右
衛
門
豊
直

家

忠

日

記

作

金

十

郎

。

今

従

松

栄

紀
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事

・
柴
山
九
右
衛
門
正
信
・
須
田
二
郎
太
郎
廣
荘
・
市
川
茂
左
衛
門
満
友
・
青
木
小
右
衛
門
・

高
田
小
次
郎
直
政
・
藤
川
勝
二
郎
重
勝
、
軍
営
を
点
定
（

改

め

正

す

）

す
。
朝
比
奈
彦
右
衛
門
眞
直
・

内
藤
平
右
衛
門
幕
奉
行
を
為
す
。
総
二
十
万
。
江
府
よ
り
伏
見
に
至
る
兵
馬
旌
旗
絡
繹
（

次

々

と

）

と
し
て
織
の
如
し
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

二
十
四
日
、
勅
使
廣
橋
権
大
納
言
藤
原
兼
勝
・
三
條
権
大
納
言
藤
原
實
條
、
二
条
城
に
来
、
神

祖
を
労
問
す
。
神
祖
之
を
出
で
迎
ふ
。
西
州
の
諸
侯
京
師
に
在
る
者
皆
来
謁
す
。

年

譜

・

創

業

記

・

駿

府

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

大
将
軍
藤
沢
に
至
る
。
蜂
須
賀
蓬
菴
来
謁
す
。
家

忠

日

記

・

難

波

戦

記

・

松

栄

紀

事

是
日
、
戍
を
東
海
・
東
山
二
道
に
置
く
。
符
契
無
き
者
過
ぐ
る
を
得
ず
。
創

業

記

佐
竹
義
宣
兵
を

将
ゐ
江
府
を
発
す
。
難

波

戦

記

二
十
五
日
、
地
大
い
に
震
ふ
。
盧
舎
悉
く
倒
る
。
年

譜

・

創

業

記

・

難

波

戦

記

・

松

栄

紀

事

神
祖
、
藤
堂

高
虎
及
び
諸
臣
を
召
し
て
曰
は
く
「
筑
紫
の
諸
軍
未
だ
来
会
せ
ず
と
雖
へ
ど
も
須
ら
く
先
づ
魁
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兵
を
以
て
城
を
攻
む
べ
し
」
と
。
即
ち
高
虎
を
以
て
前
鋒
と
為
し
片
桐
且
元
軍
監
と
為
る
。
副

ふ
る
に
、
越
前
少
将
忠
直
・
本
多
忠
政
伊
勢
の
兵
を
以
て
相
継
し
て
進
む
。
大
和
の
諸
将
を
以

て
高
虎
に
属
せ
し
む
。
駿

府

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

忠
直
及
び
大
和
の
諸
将
墨
江
・
界
津
の
間
に

陣
す
。
高
虎
墨
江
を
背
に
し
て
陣
せ
ん
と
欲
す
。
監
使
眞
田
信
尹
・
横
田
重
量
皆
曰
は
く
「
宜

し
く
欽
命
の
如
く
す
べ
し
」
と
。
高
虎
曰
は
く
「
相
攸 ゆう
三
利
有
り
。
東
に
池
沼
有
り
、
西
に
岸

壁
有
り
、
後
に
松
林
有
り
。
敵
を
前
に
受
く
。
一
方
に
之
を
制
す
る
は
甚
だ
易
し
。
若
し
喪
師

敗
軍
せ
ば
則
ち
罪
吾
に
在
り
。
諸
君
に
累
せ
ざ
る
を
庶 ねが
ふ
な
り
」
と
。
諸
将
乃
ち
出
で
墨
江
の

北
に
陣
す
。
高

虎

行

状

二
十
六
日
、
織
田
常
眞
来
謁
す
。
神
祖
、
其
流
落
を

矜
あ
わ
れ

み
采
邑
を
給
す
る
を
約
す
。
駿

府

記

二
十
七
日
、
僧
崇
傳
・
林
道
春
を
し
て
五
山
僧
徒
に
冠
族
の
家
録
凡
そ
三
部
を
謄
写
す
る
を
命

ぜ
し
む
。
一
部
は
禁
庭
に
献
じ
、
一
部
は
駿
府
に
一
部
は
江
府
の
書
庫
に
蔵
す
。
駿

府

記

・

松

栄

紀

事
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是
日
、
大
将
軍
三
島
を
発
し
諸
軍
を
し
て
兼
行
せ
し
む
（

倍

の

速

度

で

進

む

）
。
創

業

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

和
州
の
諸
将
河
州
国
府
に
来
、
藤
堂
高
虎
軍
と
合
す
。
高
虎
兵
を
将
ゐ
火
を
河
州
の
聚
落

に
縦 はな
ち
帰
り
国
府
に
屯
す
。
家

忠

日

記

・

慶

元

記

二
十
八
日
、
大
阪
城
を
逸
る
る
者
有
り
。
召
し
二
條
城
に
至
ら
し
め
城
中
の
事
を
問
ふ
。
対
へ

て
曰
は
く
「
城
兵
三
万
余
人
、
武
器
芻
糧
一
つ
と
し
て
闕
く
る
所
無
し
」
と
。
慶

元

記
・
難

波

戦

記

是

日
、
織
田
有
楽
・
明
石
守
重
・
後
藤
年
房
・
中
島
氏
種
、
兵
を
率
ゐ
大
阪
城
を
出
で
陣
を
張
り
、

我
兵
と
相
対
す
。
一

本

難

波

戦

記

曰

、

北

川

三

郎

兵

衛

筆

記

作

二

十

一

日

。

慶

元

記

・

見

聞

記

、

東

西

合

軍

等

書

作

二

十

八

日

。

未

知

孰

是

。

按

ず

る

に

、

本

書

曰

は

く

、

播

磨

の

兵

と

相

対

す

。

播

磨

の

主

将

松

平

利

隆

な

り

。

是

時

西

宮

に

屯

す

。

進

み

大

阪

に

迫

る

か

と

。

未

詳

。

故

に

主

将

誰

某

か

を

書

か

ず

二
十
九
日
、
藤
堂
高
虎
進
み
大
仙
陵
に
屯
す
。
一

本

難

波

戦

記

曰

、

世

俗

称

仁

徳

天

皇

之

陵

。

曰

大

仙

陵

。

拠

延

喜

式

仁

徳

天

皇

葬

百

舌

耳

原

陵

。

大

仙

陵

在

和

泉

新
宮
若
狭
守

一

本

戦

記

曰

、

若

狭

守

或

作

左

馬

助

。

按

ず

る

に

、

明

年

五

月

岡

山

の

戦

。

慶

元

記

も

亦

若

狭

守

と

作

す

。

蓋

し

更

称

な

り

兵
を
率
ゐ
界
津
よ
り
大
阪
城
に
入
る
。
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高
虎
の
営
前
を
過
ぐ
。
朝
霧
昏
濛
と
し
て
前
鋒
渡
邊
了
之
を
覚
ら
ず
。
敵
兵
過
ぎ
去
り
、
方
に

之
を
知
る
。
追
撃
す
る
も
及
ば
ず
。
高
虎
之
を
聞
き
大
い
に
怒
る
。
其
太
閤
の
恩
顧
の
士
た
る

を
以
て
、
恐
ら
く
は
、
人
有
り
、
其
故
に
之
を
縦
ち
城
に
入
る
る
を
議
る
と
。
是
れ
よ
り
高
虎
、

了
と
相
失
す
。
諸
将
皆
謂
ふ
、
高
虎
は
太
閤
の
恩
遇
す
る
所
、
宜
し
く
以
て
前
鋒
を
命
ず
べ
か

ら
ず
。
須
ら
く
勲
旧
を
以
て
前
鋒
と
為
す
べ
し
と
。
神
祖
曰
は
く
「
吾
能
く
高
虎
の
無
貳
を
知

る
。
故
に
之
を
任
せ
疑
は
ざ
る
な
り
」
と
。
徳

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

神
祖
、
中
島
の
、
舟
に
非

ざ
れ
ば
渡
る
を
得
ざ
る
を
憂
ふ
。
伊
奈
半
十
郎
忠
政
を
召
し
之
を
問
ふ
。
忠

政

備

前

守

忠

次

子

。

後

称

筑

後

守

忠
政
対
へ
て
曰
は
く
「
其
上
流
を
塞
が
ば
則
ち
水
涸
る
べ
し
」
と
。
乃
ち
忠
政
に
命
じ
福

嶋
忠
勝
・
毛
利
秀
就
の
衆
を
役 えき
し
、
吉
田
了
以
を
て
、
在
る
所
の
淀
川
の
船
数
百
艘
に
て
、
土

石
を
運
び
上
流
を
壅 よう
塞 そく
せ
し
む
。
竹
木
を
編
み
堰
と
為
し
堤
を
築
く
。
狭
田
宮
堤
成
り
水
乾
く
。

八
幡
・
平
潟
往
来
に
便
を
得
。
東
方
、
兵
を
備
へ
ず
し
て
城
兵
出
づ
る
を
得
ず
。
大
い
に
防
禦

の
利
を
失
ふ
。
故
に
城
兵
之
を
壊
さ
ん
と
欲
す
。
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十
一
月
朔
、
大
坂
隊
将
根
来
正
徳
寺

先

臣

城

所

友

仙

曰

、

正

徳

寺

号

知

徳

院

、

根

来

法

師

也

二
百
余
騎
を

率
ゐ
出
で
堤
を
壊
さ
ん
と
欲
す
。
神
祖
予
め
之
を
慮 はか
り
、
伊
勢
・
美
濃
の
兵
を
し
て
平
潟
に
屯

せ
し
む
。
二
百
人
を
率
ゐ
鳥
銃
を
列
し
堤
下
に
備
ふ
。
正
徳
寺
前
に
来
る
を
見
鳥
銃
を
連
放
す
。

敵
兵
退
走
す
。
追
撃
し
六
七
級
を
獲
る
。
徳

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

・

松

栄

紀

事

○

鵞

峯

文

集

・

伊

奈

忠

次

碑

曰

、

元

和

元

年

夏

忠

政

従

難

波

之

役

。

戍

淀

河

積

土

嚢

断

長

流

。

一

夕

夢

父

忠

次

帯

甲

冑

揮

陌

刀

諭

忠

政

曰

、

天

下

勝

敗

在

此

一

挙

。

敵

放

火

箭

則

築

具

焚

滅

。

宣

設

其

備

。

防

護

勿

懈

。

忠

政

驚

覚

。

如

其

言

。

既

而

築

成

功

遂

。

水

運

不

通

難

波

塹

池

乾

涸

。

且

於

鴨

野

接

槍

斬

七

級

。

凡

固

隊

所

得

首

総

三

十

級

。

按

ず

る

に

、

築

堤

遏

流

は

此

時

の

事

に

し

て

明

年

に

非

ず

。

夏

講

和

の

後

に

塹

池

皆

平

池

と

為

す

。

志

貴

野

戦

も

亦

是

月

二

十

六

日

に

在

り

。

蓋

し

碑

文

家

伝

の

謬

を

承

け

明

年

の

事

と

為

す

な

り

。

附

以

備

攷

是
日
、
藤
堂
高
虎
進
み
住
吉
社
の
北
に
陣
す
。
林
木
を
背
に
し
丘
陵
に
拠
る
。
家

忠

日

記

・

徳

川

記

二
日
、
大
将
軍
名
護
屋
に
至
る
。
神
祖
、
大
将
軍
道
を
倍
し
兼
行
し
士
卒
甚
だ
疲
労
す
る
を
聞

く
。
書
を
以
て
之
を
戒
め
其
行
程
を
緩
に
す
。
駿

府

記
・
徳

川

記

慶

元

記
・
難

波

戦

記

福
島
正
則
の
宗

隆
（
臣
）
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福
島
丹
波
の
子
長
門
、
父
の
為
に
絶
た
れ
、
舟
を
住
吉
の
海
上
に
泛
べ
将
に
大
阪
城
に
入
ら
ん

と
す
。
藤
堂
高
虎
の
此
に
在
る
を
知
ら
ず
、
上
陸
し
大
阪
に
導
き
之 ゆ

く
を
請
ふ
。
高
虎
の
兵
之

を
撃
ち
殲
し
住
吉
に
梟
首
す
。
慶

元

記

城
将
郡
主
馬
首
良
列
、
高
虎
孤
軍
兵
寡
き
を
見
、
之
を
襲

撃
せ
ん
と
欲
す
る
も
速
水
守
久
聴
か
ず
。
事
遂
に
寝 や

む
。
家

忠

日

記

・

徳

川

記

・

難

波

戦

記

、

諸

書

皆

云

、

速

水

甲

斐

守

・

郡

主

馬

皆

欲

襲

之

衆

議

不

一

而

止

。

拠

明

年

五

月

七

日

良

列

臨

死

之

言

、

則

良

列

首

謀

而

守

久

沮

之

也

。

故

今

訂

之

東
軍
前
鋒
の
諸
将
、
摂
津
・
河
内
の
間
に
屯
す
。
遷
延
し
進
ま
ず
。
創

業

記

三
日
、
神
祖
、
監
使
山
城
宮
内
少
輔
・
瀧
川
正
弘
・
城
和
泉
守
昌
茂

武

田

信

玄

士

意

菴

子

・
鈴
木

久
右
衛
門
・
横
田
重

薫
（
量
）

・
眞
田
信
尹
・
初
鹿
野
傳
右
衛
門
を
遣
は
し
、
高
虎
を
し
て
大
阪
城
に

迫
ら
し
む
。
松
平
忠
明
進
み
平
野
に
陣
す
。
創

業

記

・

松

栄

紀

事

四
日
、
忠
明
及
び
濃
州
の
兵
飯
盛
山
に
至
る
。
家

忠

日

記

五
日
、
藤
堂
高
虎
の
前
鋒
渡
邊
了
・
藤
堂
良
勝
・
藤
堂
高
則
出
で
平
野
の
形
勢
を
視
る
。
城
将

薄
田
兼
相
・
山
口
弘
定
出
で
平
野
を
略
す
。
高
虎
の
前
鋒
及
び
忠
明
来
前 すす
む
を
見
、
城
中
に
入
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る
。
了
等
平
野
に
入
り
使
を
高
虎
の
陣
に
遣
は
し
其
兵
を
趣
く
。

松

栄

紀

事

曰

、

兼

相

・

弘

定

等

委

積

器

械

走

入

城

中

。

了

等

入

平

野

収

器

械

。

按

ず

る

に

、

城

兵

未

だ

嘗

て

接

戦

せ

ず

。

応

ぜ

ず

狼

狽

し

此

に

至

る

。

家

忠

日

記

・

慶

元

記

但

し

云

ふ

、

兵

を

収

め

引

き

去

る

と

。

今

之

に

従

ふ

〇

大

阪

記

曰

、

高

虎

遣

使

渡

辺

勘

兵

衛

之

陣

。

曰

、

我

欲

越

竜

田

入

河

内

路

。

宜

進

前

軍

。

勘

兵

衛

対

曰

、

敵

既

在

近

。

山

路

険

難

。

其

変

難

測

。

宜

審

虚

実

。

然

後

進

兵

。

高

虎

怒

親

往

勘

兵

衛

之

陣

責

之

曰

、
我

聞

汝

武

功

之

士

。
今

敵

距

此

五

里

。
汝

何

怯

也

。
自

是

君

臣

不

相

協

。
按

ず

る

に

、
了

、
高

虎

と

相

失

す

。

新

宮

若

狭

守

朝

霧

に

乗

じ

城

に

入

る

に

由

る

。

上

文

に

見

ゆ

。

故

に

取

ら

ず

六
日
、
大
将
軍
永
原
に
至
る
。
留
す
る
こ
と
三
日
。
以
て
後
軍
の
至
る
を
待
つ
。
年

譜

・

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

徳

川

記

・

慶

元

記

城

将

大

野

道

見

諸

書

多

作

道

犬

或

道

賢

。
今

従

松

栄

紀

事

○

拠

難

波

戦

記

、
大

野

氏

兄

弟

次

序

、
修

理

亮

治

長

、
主

馬

助

治

房

、
壱

岐

守

治

氏

。
道

見

其

季

弟

也

火
を
天
王
寺
に
縦
ち
以
て
我
軍
営
を
擾 みだ
す
。

伽
藍
一
時
に
灰
燼
す
。
創

業

記

・

家

忠

日

記

・

徳

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

・

松

栄

紀

事

藤
堂
高
虎
、
兵
を

按
へ
動
か
ず
。
親
ら
平
野
に
至
る
。
前
鋒
を
住
吉
に
進
む
。
城
兵
新
宮
若
狭
守
及
び
根
来
僧
徒

等
二
百
余
騎
界
津
近
邑
に
鹵
掠

ろ
り
ゃ
く

（

掠

奪

）

す
。
松

栄

紀

事

作

焼

界

津

原

野

。

按

ず

る

に

、

是

に

先

ん

じ

、

城

兵

既

に
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界

津

を

陥

す

。

冬

夏

事

記

曰

、

若

狭

守

等

与

赤

座

内

膳

・

槙

島

玄

蕃

在

界

津

侵

掠

。

今

従

之

高
虎
の
兵
の
速
や
か
に

至
る
を
意 おも
は
ず
。
渡
邊
了
の
旗
を
見
、
其
の
後
を
絶
つ
を
恐
れ
、
回
り
城
に
走
り
入
る
。
若
狭

守
猶
ほ
界
津
に
在
り
。
侵
掠
輟 や

ま
ず
。
高
虎
及
び
松
平
忠
明
・
石

河
（
川
）

忠
總
等
大
軍
旌
旗
近
き
に

在
り
。
大
野
治
房
使
を
馳
せ
若
狭
守
の
入
城
を

趣
う
な
が

す
。
若
狭
守
猶
ほ
未
だ
之
を
信
ぜ
ず
、

徐
お
も
む
ろ

に

界
津
を
出
で
住
吉
南
原
に
至
る
。
忽
ち
渡
邊
了
の
陣
を
見
驚
き
走
る
。
高
虎
の
兵
之
を
追
撃
せ

ん
と
欲
す
。
了
之
を
止
め
て
曰
は
く
「
此
れ
敵
伏
兵
を
界
津
に
留
め
我
軍
の
後
を
邀
る
の
計
な

り
」
と
。
竟
に
追
ふ
を
許
さ
ず
。
若
狭
守
僅
か
に
城
に
遁
れ
入
る
。
時
の
人
、
了
の
機
を
失
ふ

を
咎
む
。
冬

夏

事

記

〇

難

波

戦

記
・
松

栄

紀

事

並

云

、
勘

兵

衛

持
（

待

）

主

将

命

故

不

出

兵

。
時

人

咎

之

。
按

ず

る

に

、
了

、

機

を

見

兵

を

発

す

。

高

虎

の

号

令

を

待

た

ず

。

下

文

矢

尾

堤

之

戦

、

其

方

略

可

見

慮

敵

邀

後

。

蓋

用

意

大

過

也

。

冬

夏

記

事

実

頗

詳

。

今

従

之

高
虎
、
和
州
諸
将
松
倉
重
正
・
奥
田
三
郎
右
衛
門
忠
次
・
神
保
相
茂
等
と
合
せ
一

万
余
兵
住
吉
北
の
高
岡
に
出
陣
す
。
松

栄

紀

事

本

書

曰

、
城

将

眞

田

左

衛

門

佐
・
後

藤

又

兵

衛

等

欲

夜

襲

之

。
城

中

老

臣

宿

将

未

及

部

分

城

門

防

禦

。

而

畏

我

兵

急

攻

入

城

。

無

復

出

戦

之

志

。

故

不

果

。

按

ず

る

に

、

大

阪

城

守

日

に

久

し

。

豈
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に

未

だ

城

門

の

防

禦

を

部

分

け

す

る

に

及

ば

ざ

る

の

理

有

ら

ん

や

。

蓋

し

老

臣

宿

将

新

進

の

諸

将

と

軍

議

協

せ

ざ

る

の

み

。

故

不

取

浅
野
長
晟
、
兵
一
万
余
騎
を
将
ゐ
和
歌
山
を
発
す
。
吉
野
・
熊
野
の
賊
其
虚
に
乗
り
新
宮
城

を
取
ら
ん
と
欲
す
。
長
晟
の
陪
臣
戸
田
六
郎
右
衛
門

長

晟

家

老

浅

野

右

近

之

臣

宮
川
を
渉
り
之
を
急

撃
す
。
賊
敗
走
す
。
有
田
・
日
高
の
賊
大
阪
の
令
を
受
け
長
晟
の
軍
を
邀
む
。
長
晟
二
千
余
兵

を
分
け
遣
は
し
之
を
撃
破
し
三
千
余
級
を
獲
る
。
長
晟
、
泉
州
大
鳥
に
屯
す
。
神
祖
、
長
晟
を

以
て
藤
堂
高
虎
に
副
ふ
。
故
に
高
虎
の
営
に
至
り
軍
事
を
議
り
大
鳥
に
還
る
。

七
日
、
長
晟
、
陣
を
高
虎
の
陣
左
右
妻
に
移
す
。
家

忠

日

記

・

徳

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

作

今

在

家

。

今

従

松

栄

紀

事

中
国
の
兵
相
踵
し
来
集
す
。
神
祖
、
使
を
遣
は
し
松
平
利
隆
を
戒
め
て
曰
は
く
「
神

崎
は
大
川
な
り
。
船
役
を
備
へ
渉
る
べ
し
。
慎
み
士
卒
を
傷
損
す
る
勿
か
れ
」
と
。
利
隆
、
柳

北
半
助
を
遣
は
し
水
の
浅
深
を
測
る
。
水
深
く
渉
る
べ
か
ら
ず
。
乃
ち
舟
筏
を
見
る
。
利
隆
の

弟
忠
継
時
に
十
六
歳
。

是
日
、
馬
を
下
流
に
馳
せ
流
を
絶
ち
て
渡
る
。
戸
川
達
安
・
花
房
職
之
等
七
千
余
騎

鑣
く
つ
ば
み

を
並
べ
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て
渡
る
。
利
隆
之
を
見
怒
り
亦
衆
を
麾 き

し
て
（

指

揮

し

て

）

渡
る
。
森
忠
政
・
有
馬
豊
氏
相
継
ぎ
岸

に
臨
む
。
城
兵
戍
船
を
置
き
渡
口
を
扼 おさ
ふ
る
も
一
矢
も
発
す
る
能
は
ず
退
走
す
。
忠
継
及
び
達

安
の
兵
追
撃
し
多
く
首
級
を
獲
る
。
忠
継
小
和
田
に
陣
し
将
に
中
島
を
取
ら
ん
と
す
。
神
祖
、

利
隆
・
忠
継
輒
ち
神
崎
を
渉
る
を
聞
き
以
為
へ
ら
く
、
中
島
は
枢
要
の
地
、
二
人
神
崎
の
捷
に
狃 な

れ
軽
易
に
水
を
渡
れ
ば
則
ち
必
ず
兵
を
損
す
る
こ
と
多
し
と
。
乃
ち
城
昌
茂
を
遣
は
し
之
を
監

し
む
。
利
隆
其
の
忠
継
に
後
る
る
を
憤
り
て
鋭
意
水
を
渡
ら
ん
と
欲
す
。
城
将
織
田
有
楽
・
渡

邊
尚
・
後
藤
年
房
及
び
七
隊
の
兵
一
万
余
騎
中
島
に
出
で
備
ふ
。
利
隆
進
み
之
を
撃
た
ん
と
欲

す
。
昌
茂
之
を
扼
へ
て
曰
は
く
「
敵
衆
く
我
寡
な
し
。
彼
主
戦
に
し
て
我
客
戦
な
り
。
険
易
同

じ
か
ら
ず
。
主
客
の
勢
異
な
る
。
兵
を
按 おさ
へ
彼
動
静
を
視
る
に
如
か
ず
」
と
。
利
隆
必
ず
水
を

渡
ら
ん
と
欲
す
。
昌
茂
大
声
し
て
曰
は
く
「
我
大
御
所
の
命
を
銜 う

け
て
来
た
り
。
我
言
即
ち
大

御
所
の
言
な
り
。
聴
か
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
。
安
倍
正
之

適
た
ま
た
ま

来
、
軍
中
に
在
り
。
昌
茂
を
暁
諭

す
。
昌
茂
聴
か
ず
。
利
隆
已
む
を
得
ず
軍
を
収
む
。
敵
将
其
渡
水
せ
ざ
る
を
見
引
き
城
中
に
入
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る
。
其
夕
忠
継
、
舟
筏
を
以
て
中
島
下
流
を
渉
る
。
戸
川
達
安
・
花
房
職
之
等
敵
を
撃
ち
数
十

級
を
獲
り
、
遂
に
中
島
を
取
る
。
利
隆
之
を
聞
き
臍 ほぞ
を
噬 か

む
も
益
無
し
。
神
祖
書
を
賜
ひ
忠
継

の
功
を
褒
む
。
駿

府

記

・

徳

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

・

松

栄

紀

事

十
日
、
大
将
軍
、
軍
容
を
整
へ
伏
見
城
に
入
る
。
義
直
・
頼
宣
追
分
に
至
り
之
を
迎
ふ
。
諸
卿

百
官
及
び
僧
侶
大
津
或
は
追
分
に
至
り
謁
を
執
る
。
駿

府

記

・

松

栄

紀

事

是
日
、
後
陽
成
上
皇
、
僧
正
天
海
を
以
て
使
と
為
し
類
聚
三
代
格
六
巻
・
年
代
略
十
九
巻

今

按

ず

る

に

、
藩

邸

書

庫

所

有

日

本

紀

略

是

り

・
類
聚
国
史
二
巻
及
び
古
語
拾
遺
・
名
法
要
集
・
神
皇
系
図
を
借

し
送
る

駿

府

記

本
多
正
信
、
関
東
諸
城
留
寄
の
任
を
処
分
し
兵
を
帥
ゐ
後
拒
を
為
す
。

十
日
、
正
信
名
護
屋
に
至
る
。
創

業

記

十
一
日
、
大
将
軍
二
條
城
に
入
り
神
祖
に
謁
し
出
軍
の
期
を
待
つ
を
謝
す
。
軍
事
を
議
り
、
本

多
正
純
・
成
瀬
正
成
・
安
藤
直
次
・
板
倉
勝
重
・
酒
井
忠
世
・
土
井
利
勝
・
安
藤
重
信
に
命
じ

出
軍
の
期
を
定
む
。
伏
見
城
に
還
る
。
今
井
宗
薫
・
宗
呑
父
子
大
阪
城
を
逸
れ
京
師
に
詣
づ
。
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神
祖
之
を
労
ふ
。
駿

府

記

・

松

栄

紀

事

是
日
、
松
平
忠
利
・
伊
奈
忠
政
を
し
て
神
崎
鳥
養
の
堤
を
壊
し
其
水
を
落
と
さ
し
む
。
駿

府

記

十
二
日
、
尾
張
宰
相
義
直
伏
見
を
発
し
木
津
に
陣
す
。
大
阪
城
将
又
守
禦
の
方
略
を
議
る
。
新

進
の
輩
請
ひ
て
曰
は
く
「
将
軍
近
日
天
王
寺
に
到
る
。
其
陣
列
未
だ
定
ま
ら
ざ
る
に
乗
じ
急
襲

し
之
を
撃
た
ば
則
ち
必
ず
利
有
り
」
と
。
大
野
治
長
曰
は
く
「
小
戦
に
此
術
を
用
ゐ
る
べ
し
。

大
戦
に
は
不
可
な
り
。
今
天
下
の
大
兵
と
接
戦
す
。
初
戦
に
利
を
失
は
ば
則
ち
再
戦
は
必
ず
難

し
。
敵
の
堅
城
の
下
に

致
（
到
）

り
我
鋭
兵
を
以
て
之
を
挫
く
に

知
（
如
）

か
ず
。
則
ち
一
以
て
十
に
敵
す
べ

し
」
と
。
七
隊
長
も
亦
之
を
然
り
と
す
。
新
進
隊
将
眞
田
信
仍
・
長
曾
我
部
盛
親
・
仙
石
宗
也
・

後
藤
年
房
・
明
石
守
重
等
皆
曰
は
く
「
用
兵
は
不
意
を
撃
つ
を
以
て
要
と
為
す
。
今
関
東
大
軍

と
合
戦
す
。
苟
し
く
も
奇
を
用
ゐ
決
す
る
に
非
ざ
れ
ば
勝
つ
能
は
ず
」
と
。
治
長
等
聴
か
ず
。

議
遂
に
寝 や

む
。
難

波

戦

記

十
三
日
、
横
田
重
量
・
山
城
宮
内
少
輔
大
阪
よ
り
来
。
前
軍
諸
将
に
告
げ
城
に
迫
り
て
陣
す
。
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神
祖
命
じ
て
曰
は
く
「
大
将
軍
未
だ
下
令
せ
ざ
る
以
前
に
軽

□
（
戦
）

を
許
さ
ず
」
と
。
駿

府

記

・

難

波

戦

記

・

松

栄

紀

事

是
日
、
酒
井
忠
世
・
土
井
利
勝
・
安
藤
重
信
を
し
て
三
条
を
下
令
せ
し
め
、
軍
士
に
剽
掠
・
放

火
を
禁
ず
。
家

忠

日

記

・

冬

夏

事

記

十
五
日
、
神
祖
二
條
城
を
発
し
木
津
に
至
り
里
長
の
家
に
入
る
。
扈
従
の
士
皆
各
陣
営
に
就
く
。

俄
か
に
下
令
し
南
都
に
赴
く
。
士
皆
焉 これ
を
怪
し
む
。
蓋
し
厨
下
の
執
役
に
異
色
人
有
り
。
事
発

覚
し
即
ち
之
を
逮
捕
す
。
人
其
故
を
知
る
者
無
し
。
晡
ひ
ぐ
れ

時
南
都
に
至
る
。
中
坊
秀
政
家
に
宿
る
。

観
世
宗
雪
の
部
属
延
命
善
四
郎
を
召
し
演
謡
を
歌
ふ
を
命
ず
。
人
心
始
め
て
安
ん
ず
。
難

波

戦

記

・

浪

花

戦

記

是
日
、
大
将
軍
伏
見
城
を
発
し
平
潟
に
至
る
。

十
六
日
、
神
祖
法
隆
寺
に
至
る
。
大
将
軍
岡
山
に
陣
す
。
是
に
先
ん
じ
、
内
藤
政
長
及
び
子
帯

刀
忠

具
（
興
）

、
房
州
を
守
る
。
松

栄

紀

事

。
按

ず

る

に

、
上

文

十

月

二

十

三

日

政

長

江

府

に

在

り

。
留

守

の

命

を

蒙

る

。
忠
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具

（

興

）

大

阪

に

赴

く

、

蓋

し

其

前

に

在

る

な

り

。

今

本

書

に

拠

り

此

に

書

く

忠

具
（
興
）

、
大
阪
の
役
に
与 あず
か
る
を
得

ざ
る
を
憾
み
頻
り
に
其
の
父
に
請
ふ
。
政
長
已
む
を
得
ず
兵
二
十
騎
・
卒
百
余
人
を
授
く
。
忠

具
伏
見
に
至
る
。
本
多
正
信
に
就
き
従
軍
を
請
ふ
。
正
信
、
其
の

檀
ほ
し
い
ま
ま

に
守
る
所
を
離
る
る
を

咎
む
。
然
れ
ど
も
言
は
ざ
る
を
得
ず
。
神
祖
之
を
聞
き
て
曰
は
く
「
少
壮
輩
宜
し
く
従
軍
す
る

を
得
ざ
る
を
以
て
遺
憾
と
為
す
べ
し
。
其
真
情
恕 ゆる
す
べ
し
」
と
。
乃
ち
之
を
召
す
。
松
平
康
長
、

忠
具
の
妻
の
父
な
り
。
故
に
之
を
し
て
康
長
の
隊
に
在
ら
し
め
以
て
従
軍
せ
し
む
。
松

栄

紀

事

山

口
重
政
譴
を
蒙
り
武
州
龍
穏
寺
に
潜
居
す
。
深
く
従
軍
す
る
を
得
ざ
る
を
以
て
憾
み
と
為
し
て

曰
は
く
「
今
我
亡
命
し
大
阪
に
至
ら
ば
則
ち
秀
頼
必
ず
我
を
容
る
。
隙
を
伺
ひ
て
之
を
刺
す
べ

し
。
然
ら
ず
ん
ば
当
に
城
中
の
将
帥
を
殺
す
べ
し
。
然
れ
ど
も
告
げ
ず
し
て
行
か
ば
則
ち
以
て

我
忠
を
明
ら
か
に
す
る
無
し
」
と
。
乃
ち
妻
孥
を
江
城
に
移
し
以
て
質
と
為
し
書
を
土
井
利
勝

に
投
じ
将
に
大
阪
に
赴
か
ん
と
す
。
箱
根
の
関
に
至
る
。
吏 り

之
を

遏
さ
え
ぎ

り
過
ぐ
る
を
許
さ
ず
。
東

山
道
を
歴 へ

城
に
入
ら
ん
と
欲
す
。
利
勝
、
本
多
正
信
と
命
を
奉 う

け
復
書
し
固
く
之
を
止
む
。
故
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に
其
の
志
を
遂
ぐ
る

相
（
能
）

は
ず
。
鵞

峯

文

集

・

山

口

重

政

碑

文

・

松

栄

紀

事

十
七
日
、
神
祖
、
住
吉
に
陣
す
。
従
兵
始
め
て
擐
甲
す
。
大
将
軍
平
野
に
陣
す
。
年

譜

・

創

業

記

・

駿

府

記

・

家

忠

日

記

・

冬

夏

事

記

・

松

栄

紀

事

○

難

波

戦

記

曰

、

薄

暮

大

雨

。

従

軍

皆

垂

帷

幕

。

大

阪

城

兵

夜

出

襲

之

。

即

幾

不

可

当

。

城

将

衆

議

不

一

。

竟

不

出

兵

諸
郡
（
軍

ヵ
）

の
陣
列
を
部
分
け
す
。
佐
竹
義
宣
・
上
杉
景
勝
・

堀
尾
忠
晴
・
京
極
高
知
・
本
多
忠
朝
・
眞
田
信
吉
・
其
の
弟
内
記
信
政

拠

浪

花

戦

記

、

信

吉

兄

弟

皆

年

少

勇

銃
（

鋭

）
。
以

叔

父

左

衛

門

佐

在

大

坂

為

謀

主

。
避

嫌

疑

張

陣

先

于

諸

将

、
悉

力

攻

城

。
時

人

称

之

。
難

波

戦

記

曰

、
眞

田

伊

豆

守

之

臣

禰

津

但

馬
・
半

田

筑

後
・
榊

原

石

見

皆

長

戎

事

。
不

避

鉛

弾

雨

注

向

城

設

攻

具

。
先

于

諸

軍

。
木

村

長

門

守

見

之

、

謂

眞

田

左

衛

門

佐

曰

、

認

敵

旌

旗

豈

卿

之

族

耶

。

設

死
（

施

ヵ

）

攻

具

妙

得

其

術

。

大

将

為

誰

。

左

衛

門

佐

答

曰

、

二

少

年

先

衆

指

揮

。

一

則

河

内

守

年

十

五

、

一

則

内

記

年

十

四

。

皆

伊

豆

守

之

子

。

而

吾

之

姪

也

。

長

門

守

大

称

之

曰

、

二

人

常

擐

何

等

鎧

。

当

物

色

之

。

戒

士

卒

不

使

放

銃

中

之

。

附

以

備

考

浅
野
長
重
・
松
平
丹
後
守
光
重
・
牧
野
忠
成
・
西
尾

豊
後
守
忠
政

隠

岐

守

吉

次

第

二

子

、
丹

後

守

忠

永

弟

・
徳
永
量
昌
・
酒
井
家
次
・
其
子
宮
内
大
輔
忠
勝
・

榊
原
康
勝
・
京
極
忠
高
・
其
弟
修
理
大
夫
高
政
・
毛
利
伊
勢
守
・
菅
沼
定
芳
・
伊
東
祐
慶
・
本
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多
康
俊
・
福
島
備
後
守
正
勝

刑

部

少

輔

正

之

叙

従

四

位

下

任

侍

従

備

後

守

更

名

正

勝

・
松
下
重
綱
・
植
村

康
明
・
禰
津
是
宗
・
秋
田
實
季
・
仙
石
忠
政
・
六
郷
政
乗
・
相
馬
利
胤
。
松
平
忠
良
・
設
楽
貞

光
・
水
谷
勝
隆
・
保
科
正
光
・
松
平
康
長
・
松
平
信
吉
・
新
荘
直
定
等
、
東
方
青
屋
口
今
福
に

陣
す
。
松
平
定
綱
大
番
騎
士
を
率
ゐ
其
側
に
陣
す
。
松
平
利
光
南
方
岡
山
に
陣
す
。
越
前
少
将

忠
直
其
後
に
陣
す
。
藤
堂
高
虎
・
井
伊
直
孝
其
西
に
陣
す
。
大
和
将
士
及
び
生
駒
一
正
之
に
従

ふ
。
尾
張
宰
相
義
直
・
遠
江
宰
相
頼
宣
、
神
祖
の
営
前
に
陣
す
。
麾
下
の
諸
士
今
宮
茶
磨
山
間

に
陣
す
。
難

波

戦

記

曰

、
茶

磨

山

隔

天

王

寺

可

五

町

、

西

南

有

荒

陵

。
俗

謂

之

茶

磨

山

。
神

祖

准

関

原

之

吉

兆

是

其

名

曰

勝

山

浅
野
長
晟
・
松
平
忠
雄
・
蜂
須
賀
至
鎮
・
鍋
嶋
勝
茂
・
松
平
忠
義
・
寺
沢
廣
高
等
今
宮
北
海

浜
に
陣
す
。
松
平
政
宗
、
今
宮
道
路
を
跨
ぎ
て
陣
す
。
金
森
可
重
・
小
出
吉
英
其
東
に
陣
す
。

松
平
利
隆
・
其
弟
忠
継
・
森
忠
政
・
有
馬
豊
氏
・
戸
川
達
安
、
其
北
中
島
・
神
崎
に
陣
す
。
難

波

戦

記

、
諸

将

陣

列

与

此

有

異

同

。
今

従

松

栄

紀

事

榊
原
康
勝
攻
具
を
設
け
竹
牌
を
列
す
。
城
兵
火
銃
を
放
ち

之
を
撃
破
す
。
康
勝
の
兵
鳥
井
半
六
衆
に
挺 ぬき
ん
ぢ
独
り
進
み
再
び
竹
牌
を
建
つ
。
衆
其
の
勇
を
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称
む
。
難

波

戦

記

神
祖
、
眞
田
信
尹
を
召
し
謂
ひ
て
曰
は
く
「
汝
城
に
入
り
姪
左
衛
門
佐
に
帰
順

を
勧
む
べ
し
。
然
ら
ば
則
ち
信
州
の
地
を
左
衛
門
佐
に
給
ふ
」
と
。
信
尹
城
に
入
り
旨
を
伝
ふ
。

信
仍
謝
し
て
曰
は
く
「
深
く
内
府
公
の
眷
遇
を
体
す
。
然
れ
ど
も
臣
往
年
石
田
三
成
に
党
し
寡

軍
を
以
て
大
将
軍
に
抗
す
。
故
に
罪
を
懼
れ
高
野
山
に
遁
る
。
而
る
に
秀
頼
公
、
臣
を
以
て
無 ぶ

似 じ

（

愚

か

）

と
為
さ
ず
数
千
の
兵
を
授
け
方
面
の
将
と
為
す
。
其
恩
郡
国
を
封
ず
る
よ
り
重
し
。
士
は

知
己
の
為
に
死
す
。
敢
へ
て
命
を
奉
け
ず
決
せ
ん
」
と
。
信
尹
復
命
す
。
神
祖
又
信
尹
を
遣
は

し
之
に
強
ふ
。
信
仍
固
く
之
を
拒
み
て
曰
は
く
「
貪
利
忘
恩
は
士
の
道
に
非
ず
。
臣
一
死
を
以

て
秀
頼
公
に
報
ゆ
。
若
し
両
軍
和
親
せ
ば
則
ち
臣
叔
父
に
養
は
れ
ば
足
れ
り
。
争
戦
未
だ
止
ま

ず
は
則
ち
日
本
の
半
ば
を
給
ふ
と
雖
へ
ど
も
亦
従
ふ
能
は
ざ
る
な
り
。
請
ふ
、
叔
父
再
び
来
る

勿
か
れ
」
と
。
遂
に
之
と
絶
つ
。
関

原

記

大

全

・

難

波

戦

記

二

書

並

曰

、

神

祖

謂

隠

岐

守

曰

、

左

衛

門

佐

未

降

則

当

給

采

地

一

万

石

于

信

州

。

及

復

命

又

謂

隠

岐

守

曰

、

当

給

信

州

全

図

。

按

ず

る

に

、

神

祖

、

信

仍

を

招

か

ば

則

ち

或

は

之

れ

有

ら

ん

。
利

を

啗

は

し

市

賈
（

商

人

）
の

如

か

る

べ

か

ら

ず

。
蓋

し

後

の

人

之

を

傅

会

し

言

ふ

。
故

に

但

だ

信

州

の

地

と

云

ふ

初
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め
向
井
忠
勝
命 めい
を
奉
け
子
五
郎
八
と
相
州
三
崎
を
出
づ
。
父
兵
庫
助
三
崎
を
戍
り
風
濤
険
悪
た

る
を
以
て
之
を
止 とど
む
。
忠
勝
聴
か
ず
。
船
一
艘
に
乗
り

纜
と
も
づ
な

を
解
く
。
船
一
艘
従
ふ
。
険
を
冒
し

進
む
。
其
余
の
戦
艦
相
継
し
て
発
す
。
暴
風
雨
雹
舟
行
く
を
得
ず
。
戦
艦
皆
三
崎
に
還
る
。
夜

に
入
り
風
力
益
猛
し
。
忠
勝
親
ら
艪
を
操
り
衆
を
励
ま
し
経
る
こ
と
三
日
、
勢
州
亀
島
に
泊
す
。

従
船
漂
蕩
し
之
く
所
を
知
ら
ず
。
忠
勝
及
び
従
士
皆
困
憊
す
。

是
日
、
傳
法
院
に
泊
す
。
戦
艦
日
を
経
方 まさ
に
到
る
。
徳

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

・

年

譜

附

尾

神
祖
、

我
兵
の
大
和
に
入
り
抄
掠
し
神
祠
仏
宇
を
焚
く
を
聞
く
。
西
尾
忠
政
を
遣
は
し
之
を
禁
ず
。
創

業

記

・

德

川

記

久
世
廣
宣
・
阪
部
廣
成
監
使
を
為
す
。
難

波

戦

記

本

書

曰

、
久

世

三

四

郎

・

阪

部

三

十

郎

属

大

須

賀

康

高

著

勇

名

。

十

三

年

正

月

二

人

有

故

去

横

須

賀

屛

居

武

州

所

沢

。

凡

七

年

。

及

大

阪

兵

起

神

祖

釈

而

召

之

。

故

有

是

命

。

二

人

栄

之

鎮
西
諸
軍
来
会
す
。
城
将
、
天
満
の
地
広
く
守
り
難
き
を
以
て
自
ら
天
満
の
営
を
焼
き
城

中
に
引
き
入
る
。
徳

川

記
・
慶

元

記
・
難

波

戦

記
・
松

栄

紀

事

○

慶

元

記

曰

、
初

秀

就
（

頼

）

招

島

津

家

久

。
城

将

相

議

、

家

久

大

家

也

。

宜

使

其

兵

守

天

満

。
而

家

人

不

来

応

無

兵

可

守

。
故

焼

之

是
に
よ
り
松
平
利
隆
・
其
弟
忠
継
・
森
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忠
政
・
池
田
長
吉
・
有
馬
豊
氏
・
加
藤
式
部
少
輔
明
友

左

馬

助

嘉

明

子

・
福
島
正
勝
・
関
一
政
・

松
平
康
重
・
戸
川
達
安
及
び
細
川
忠

具
（
興
）

・
黒
田
長
政
の
兵
皆
天
満
に
入
る
。
攻
具
を
設
け
て
陣

列
す
。
京
極
忠
高
・
片
桐
且
元
・
其
弟
元
重
及
び
濃
州
の
兵
平
潟
に
出
で
将
に
前
嶋
に
入
り
備

へ
ん
と
す
。
九
鬼
守
隆
・
小
濱
久
太
郎
・
向
井
忠
勝
・
千
賀
孫
兵
衛
・
千
賀
與
八
郎
等
船
艦
を

傳
法
院
の
水
浜
に
列
す
。
兵
馬
充
塞
し
大
阪
の
四
面
尺
地
を
遺
さ
ず
。
松

栄

紀

事

十
八
日
、
神
祖
、
茶
磨
山
に
登
り
諸
軍
を
望
む
。
大
将
軍
平
野
営
よ
り
来
謁
す
。
藤
堂
高
虎
・

本
多
正
信
を
召
し
攻
城
の
方
略
を
議
る
。
塹
隍
を
鑿
ち
土
山
を
築
き
以
て
城
に
迫
る
。
年

譜
・

創

業

記

・

駿

府

記

・

德

川

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

高
虎
鳥
銃
三
十
口
を
茶
磨
山
に
列
し
以
て
不
虞

ふ

ぐ

に
備
ふ
。

駿

府

記

是
日
、
舟
師
、
福
島
新
家
村
を
攻
め
ん
と
欲
す
。
難

波

戦

記

曰

、

新

家

村

在

天

満

之

西

九
鬼
守
隆
・
向

井
忠
勝
・
千
賀
与
八
郎
・
小
濱
久
太
郎
等
放
銃
争
戦
し
敵
船
数
隻
を
奪
ふ
。
難

波

戦

記

城
将
大
野

治
房
・
薄
田
兼
相
、
明
石
丹
後
守
を
し
て
穢
多
城
を
守
ら
し
む
。
戦
艦
二

千
（
十
）

余
艘
を
泛
べ
淀
川



烈祖成績（十三） 50

尼
崎
往
来
の
船
を

却
（
劫
）

剽
す
（

お

び

や

か

す

）
。
蜂
須
賀
至
鎮
・
浅
野
長
晟
、
本
多
正
純
に
言
ひ
て
曰
は

く
「
敵
穢
多
崎
の
険
要
を

時
（
恃
）

み
守
禦
甚
だ
し
く
は
牢
固
た
ら
ず
。
我
、
水
に
沿
ひ
急
攻
せ
ば
則

ち
之
を
抜
く
は
難
か
ら
ず
」
と
。
正
純
之
を
白
す
。
神
祖
曰
は
く
「
兵
を
損
ぜ
ず
し
て
之
を
抜

く
は
甚
だ
善
し
」
と
。

十
九
日
黎
明
、
至
鎮
兵
を
発
す
。
長
晟
の
候
騎
、
長
晟
に
言
ひ
て
曰
は
く
「
此
城
褊
小
に
し
て

両
将
の
兵
を
労
す
る
に
足
ら
ず
。
蜂
須
賀
一
将
に
て
足
れ
り
」
と
。
長
晟
之
を
然
り
と
し
、
帰

営
す
。
至
鎮
大
衆
を
率
ゐ
大
坂
の
戍
船
を
攘
斥
し
進
む
。
陸
路
よ
り
兵
を
分
け
乗
船
し
葦
島
に

入
る
。
城
兵
之
を
拒
ぐ
。
至
鎮
の
兵
奮
撃
し
之
を
破
る
。
城
兵
潰
走
し
仙
波
に
入
る
。
遂
に
之

を
抜
く
。
至
鎮
、
使
を
住
吉
に
遣
は
し
捷 かち
を
正
純
に
告
ぐ
。
神
祖
予
め
横
田
重
量
・
眞
田
信
尹
・

安
藤
正
次
・
本
多
藤
四
郎
を
穢
多
崎
に
遣
は
し
之
を
監
し
む
。
拠

内

藤

家

譜

、

藤

四

郎

内

藤

四

郎

左

衛

門

正

成

第

三

子

。
冒

母

氏

称

本

多

氏

至
鎮
曰
は
く
「
嚮 さき
に
已
に
使
を
遣
は
し
之
を
報
ず
。
他
兵
を
交
へ
ず
。

手
下
の
兵
を
以
て
之
を
取
る
」
と
。
至
鎮
の
前
鋒
山
田
織
部
・
樋
口
内
蔵
助
歩
騎
を
指
揮
す
。
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森
甚
五
兵
衛
・
森
甚
太
夫
、
舟
師
を
指
揮
す
。
各
功
有
り
。
四
使
住
吉
に
還
り

具
つ
ぶ
さ

に
其
状
を
言

ふ
。
神
祖
之
を
褒
む
。
年

譜

・

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

德

川

記

・

難

波

戦

記

・

冬

夏

事

記

・

松

栄

紀

事

是
日
、
大
将
軍
住
吉
営
に
謁
し
軍
事
を
議
る
。
本
多
正

俊
（
信
カ
）

・
正
純
父
子
・
藤
堂
高
虎
・
安
藤
直

次
・
成
瀬
正
成
等
座
に
侍
す
。
神
祖
之
に
命
じ
て
曰
は
く
「
須
ら
く
鳥
養
の
地
を
鑿
ち
淀
川
に

達
し
其
上
流
を
塞
ぎ
以
て
天
満
の
河
水
を
涸
ら
す
べ
し
」
と
。
大
将
軍
令
し
て
曰
は
く
「
諸
軍

力
を
以
て
城
を
攻
め
ば
必
ず
士
卒
を
損
ず
。
慎
み
急
攻
す
る
勿
か
れ
。
宜
し
く
竹
牌
を
列
し
城

に
迫
る
べ
し
。
地
道
を
鑿
ち
以
て
楼
櫓
を
毀 こぼ
て
」
と
。
駿

府

記

・

松

栄

紀

事

藤
堂
高
虎
進
み
天
王
寺

口
黒
門
に
向
か
ひ
陣
す
。

二
十
一
日
夜
、
人
有
り
、
来
て
住
吉
営
を

偵
う
か
が

ふ
。
戍
兵
之
を
捕
へ
従
り
来
た
る
所
を
問
ふ
。
対

へ
て
曰
は
く
「
藤
堂
和
泉
守
の
営
を
覓 もと
め
塗 みち
に
迷
ふ
」
と
。
高
虎
天
王
口
に
陣
す
。
而
る
に
此

に
来
。
戍
兵
之
を
怪
し
み
按
験
す
る
に
一
封
書
を
得
た
り
。
其
人
低
声
に
語
り
て
曰
は
く
「
此

れ
秀
頼
公
、
和
泉
守
に
賜
ふ
る
所
の
書
な
り
。
和
泉
守
・
浅
野
但
馬
守
皆
太
閤
恩
顧
の
人
な
り
。
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今
関
東
の
命
に
従
ひ
大
阪
城
を
攻
む
と
雖
へ
ど
も
密
か
に
志
を
城
中
に
通
じ
衣
服
・
酒
食
を
献

ず
」
と
。
戍
兵
其
書
を
上
る
。
書
辞
以
て
為
す
に
、
今
宿
謀
の
如
く
大
御
所
父
子
を
誘
ひ
深
く

我
地
に
入
れ
よ
。
宜
し
く
亟
や
か
に
関
東
諸
軍
を
諭
し
其
後
を
断
つ
べ
し
。
功
成
ら
ば
汝
を
大

国
を
以
て
封
ず
る
こ
と
約
の
如
し
と
。
神
祖
之
を
覧
て
曰
は
く
「
此
れ
敵
、
高
虎
を
離
間
す
る

の
謀
に
し
て
事
甚
だ
浅
劣
。
吾
何
ぞ
彼
の
計
中
に
堕
ち
ん
や
」
と
。
即
ち
高
虎
を
召
し
其
人
及

び
書
を
賜
ひ
て
曰
は
く
「
宜
し
く
此
人
を
黥 すみ
し
火
を
城
中
に
放
ち
以
て
将
来
を
懲
ら
せ
」
と
。

高
虎
状
に
感
じ
て
退
き
栲
掠

こ
う
り
ゃ
く

し
実
を
得
。
乃
ち
大
野
治
房
の
兵
な
り
。
冬

夏

事

紀

曰

、

治

房

兵

吉

川

新

藏

高
虎
其
の
手
足
の
指
を
截
り
秀
頼
の
二
字
を
以
て
黥
す
。
治
房
の
紋
を
紙
旗
に
書
き
其
背
に

挿
し
板
に
載
せ
城
門
外
に
舁 か

き
至
り
之
を
棄
つ
。
城
兵
之
を
見
大
い
に
沮 くじ
く
。
諸
将
皆
神
祖
の

神
武
英
略
に
服
す
。
年

譜

・

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

德

川

記

・

慶

元

記

・

高

虎

行

状

・

松

栄

紀

事

是
日
、
城
兵
監
江
甚
助
、
書
を
松
平
利
隆
に
遣
は
し
利
を
啗
は
し
其
来
叛
を
誘
ひ
て
曰
は
く
「
当

に
備
前
・
播
磨
・
美
作
三
国
を
給
ふ
べ
し
」
と
。
利
隆
其
使
を
捕
ふ
。
書
を
併
せ
之
を
行
営
に
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状
す
。
駿

府

記

・

德

川

記

・

松

栄

紀

事

給

三

国

。

拠

冬

夏

事

紀

二
十
三
日
、
大
野
治
長
書
を
松
平
忠
雄
に
遣
は
し
て
曰
は
く
「
日
本
諸
大
名
皆
志
を
右
府
公

（

秀

頼

公

）

に

通
ず
。
卿
須
ら
く
亟
や
か
に
来
帰
す
べ
し
」
と
。
忠
雄
其
書
を
献
ず
。
駿

府

記

・

松

栄

紀

事

並

曰

、

治

長

寄

書

忠

雄

所

領

淡

路

。
按

ず

る

に

、
此

時

忠

雄

今

宮

北

に

陣

し

、
淡

路

に

在

ら

ず

。
今

之

を

訂

す

治

永
（
長
）

又
書
を
忠
雄

の
重
臣
に
遣
は
し
て
曰
は
く
「
淡
路
州
民
悉
く
大
阪
に
属
す
。
宜
し
く
城
を
翻
し
帰
順
す
べ
し
」

と
。
重
臣
其
使
六
人
を
捕
ふ
。
其
の
書
を
併
せ
之
を
行
営
に
献
ず
。
福
島
正
勝
も
亦
秀
頼
の
書

数
封
を
献
ず
。
駿

府

記

・

松

栄

紀

事

是
日
、
松
平
利
隆
、
福
島
新
家
村
の
敵
を
撃
ち
之
を
敗
る
。
家

忠

日

記
・
德

川

記
・
松

栄

紀

事

大
将
軍
、

本
多
忠
政
に
命
じ
伊
勢
の
兵
を
率
ゐ
平
野
を
去
り
て
行
営
の
前
に
陣
せ
し
む
。
是
に
先
ん
じ
、

松
平
信
吉
、
岸
和
田
城
を
守
る
。
是
に
至
り
北
條
氏
重
を
し
て
信
吉
に
代
へ
之
を
守
ら
し
む
。

京
極
高
知
・
京
極
忠
高
陣
す
る
所
の
今
里
、
敵
城
に

進
（
近
）

し
。
故
に
築
城
し
信
吉
を
し
て
牙
城
を

守
ら
し
む
。
新
荘
直
定
羅
城
を
守
る
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

上
杉
景
勝
志
貴
野
に
軍
し
、
佐
竹
義
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宣
今
福
に
陣
す
。
難

波

戦

記
・
松

栄

紀

事

曰

、
大

和

川

南

曰

志

貴

野

堤

、
世

称

蒲

生

堤

。
北

曰

今

福

堤

兵
合
は
せ
八

千
余
人

浪

花

戦

記

二
堤
相
並
び
泥
淖どう
（

ど

ろ

）

深
く
阻
む
。
城
兵
列
柵
す
る
こ
と
三
重
。
志
貴
野
口

門
を
闔 と

ぢ
銃
卒
更
番
し
之
を
戍
る
。
天
（
大
）

野
治
長
の
部
将
矢
野
和
泉
守
正
倫

旧

中

村

伯

耆

守

一

忠

之

臣

。

一

忠

卒

為

僑

人

入

大

阪

城

・
飯
田
左
馬
允
家
貞
等
五
十
余
騎

松

栄

紀

事

作

五

百

余

騎

。

今

従

德

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

。

浪

花

戦

記

曰

、

正

倫

守

今

福

家

貞

守

蒲

生

。

井

上

五

郎

右

衛

門

守

志

貴

野

。

拠

下

文

。

佐

竹

義

宣

前

鋒

自

堤

下

進

闔

。
蓋

蒲

生

堤

也

今
福
を
守
る
。
我
兵
四
面
に
城
下
に
迫
る
。
榊
原
康
勝
・
本
多
忠
朝
・
松
平
康
長
・

丹
羽
長
重
・
堀
尾
忠
時
・
成
田
左
馬
助
等
大
和
川
上
流
に
陣
す
。
松

栄

紀

事

二
十
五
日
、
諸
将
に
命
じ
州
河
州
の
蘆
荻
を
艾 か

ら
し
む
。
伊
奈
忠
次
を
し
て
堤
を
築
か
し
む
。

春
日
井
木
津
川
に
通
し
以
て
天
満
の
河
水
を
涸
ら
す
。
徳

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

・

冬

夏

事

記

佐
竹

義
宣
軍
を
今
福
東
の
聚
落
に
移
す
。
大
将
軍
、
安
藤
正
次
・
屋
代
勝
永
・
伊
藤
政
世
を
遣
は
し

義
宣
の
軍
を
監
し
む
。
佐
久
間
政
實
・
小
栗
忠
政
、
景
勝
の
軍
を
監
る
。
直
江
兼
続
監
使
に
謂

ひ
て
曰
は
く
「
主
将
昨
日
来
至
す
。
軍
長
途
を
経
皆
疲
労
す
。
請
ふ
、
士
馬
を
休
め
然
る
後
に
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従
事
せ
ん
」
と
。
政
實
・
忠
政
曰
は
く
「
聞
く
に
、
謙
信
以
来
長
途
を
経
る
と
雖
へ
ど
も
来
た

り
輒
ち
敵
と
戦
ふ
と
。
何
す
れ
ぞ
此
の
如
き
」
と
。
兼
続
曰
は
く
「
然
れ
ば
則
ち
明
旦
出
戦
せ

ん
」
と
。
冬

夏

事

記

二
十
六
日
、
昧
爽

ま
い
そ
う

（

未

明

）

今

福

志

貴

野

之

戦

、
年

譜
・
家

忠

日

記
・
松

原
（

栄

ヵ

）

紀

事

係

二

十

五

日

。
今

従

創

業

記

・

駿

府

記

・

德

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

・

冬

夏

事

記

・

浪

花

戦

記

正
次
・
勝
永
・
政
世
、
志
貴
野
に
至
る
。

大
野
治
長
の
銃
手
隊
長
井
上
五
郎
右
衛
門
志
貴
野
柵
を
守
る
。
兵
纔
か
に
三
十
騎
ば
か
り
。
正

次
等
以
為
へ
ら
く
、
撃
ち
て
之
を
取
る
べ
し
と
。
景
勝
に
報
せ
ず
進
み
て
柵
に
迫
る
。
勝
永
の

子
甚
三
郎
忠
正
も
亦
之
に
従
ふ
。
正
次
の
兵
酒
井
左
一
郎
進
み
柵
を
破
ら
ん
と
欲
す
。
五
郎
右

衛
門
槍
を
擲 な

げ
之
を
鏦つ

く
。
左
一
郎
被
創
す
。
正
次
槍
を
揮
ひ
五
郎
右
衛
門
を
摏つ

き
之
を
倒
す
。

屋
代
忠
正
柵
を
超
え
其
級
を
獲
る
。
家

忠

日

記

作

撃

矢

野

和

泉

守

獲

其

首

誤

。

今

従

松

栄

紀

事

勝
永
・
政
世

力
戦
す
。
敵
兵
柵
を
闔
ぢ
鳥
銃
を
連
放
す
。
正
次
・
勝
永
等
前
軍
後
軍
に
護
り
退
く
。
正
次
の

功
焉 これ
に
居
多

き

ょ

た

た
り
（

大

部

分

だ

）
。
景
勝
の
兵
前
に
来
柵
門
を
破
ら
ん
と
欲
し
銃
を
放
ち
相
争
ふ
。
志
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貴
野
・
今
福
間
に
小
川
有
り
、
隔
つ
る
こ
と
一
町
余
。
佐
竹
義
宣
、
志
貴
野
の
戦
を
見
今
福
を

急
攻
す
。
敵
将
矢
野
正
倫
濠
を
穿
ち
柵
を
樹 た

つ
。
炬
を
焼
き

旦
あ
か
り

を
達
し
以
て
工
役
を
董 ただ
す
。
仮

橋
を
設
け
銃
卒
を
二
三
町
ば
か
り
出
だ
す
。
義
宣
の
前
鋒
梅
津
半
右
衛
門
憲
忠
・
戸
村
十
太
夫

義
国
五
六
十
騎
潜
か
に
堤
下
よ
り
進
み
闘
ふ
。
銃
卒
を
逐
ふ
。〔

〕
（

正

倫

）

之
兵
十
人
仮
橋

を
度 わた
り
之
を
拒
ぐ
。
半
死
半
傷
。
憲
忠
・
義
忠

（
義
国
ヵ
）

等
力
戦
す
。
敵
仮
橋
を
撤
す
る
能
は
ず
。
亦
柵

門
を
闔
づ
る

遑
い
と
ま

あ
ら
ず
。
正
倫
鉛
に
中
り
て
斃
れ
、
飯
田
家
貞
戦
死
す
。
部
兵
の
死
者
過
半
、

其
余
皆
走
る
。
徳

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

・

冬

夏

事

記

臣
按
ず
る
に
、
大
坂
新
進
の
将
士
多
く
利
を
以
て
合
す
。
驍
勇
を
以
て
著
名
と
雖
へ
ど
も
其

実
は
皆
募
兵
な
り
。
唯
だ
矢
野
和
泉
守
正
倫
の
み
出
処
頗
る
義
に
近
し
。
難
波
戦
記
に
拠
れ

ば
正
倫
、
中
村
忠
一
に
事
ふ
。
忠
一
蚤
世

そ
う
せ
い

（

早

世

）

す
る
に
及
び
其
妾
所
生
の
一
子
有
り
。
宰
臣

議
協
せ
ざ
る
者
有
り
。
子
無
き
を
以
て
故
忠
一
の
封
除
を
聞
く
。
正
倫
之
を
憂
へ
関
東
に
訴

ふ
。
然
れ
ど
も
歳
月
既
に
過
ぎ
事
機
に
後 おく
る
。
竟
に
申
し
達
す
る
を
得
ず
。
故
に
大
阪
城
に

人
（
入
）
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り
秀
頼
に
披
陳
し
て
曰
は
く
「
事
成
ら
ば
則
ち
旧
封
を
遺
孤
に
賜
ひ
以
て
其
家
を
紹 つが
せ
よ
」

と
。
秀
頼
之
を
許
す
。
客
兵
五
十
騎
を
授
け
以
て
隊
将
と
為
す
。
臣
竊
か
に
謂
ふ
、
正
倫
質

を
秀
頼
に
委
ぬ
る
は
則
ち
不
可
な
り
。
然
れ
ど
も
此
の
如
か
ら
ず
は
則
ち
計
出
づ
る
所
無
し
。

而
し
て
中
村
氏
血
食
す
る
（

祖

先

に

供

え

る

）

を
得
ず
。
故
に
功
効
を
著
は
し
以
て
遺
孤
を
立
て
ん

と
欲
す
。
専
ら
故
君
の
為
に
し
て
己
の
為
に
非
ず
。
其
志
哀
れ
む
べ
き
者
有
り
。
今
福
の
戦

に
奮
撃
し
て
死
す
。
命 めい
な
り
。
志
操
凛
然
と
し
て
終
に
奪
ふ
べ
か
ら
ず
。
其
れ
、
懐
利
苟
合

こ
う
ご
う
（

迎

合

）

の
者
と
同
日
に
し
て
語
る
べ
け
ん
や
。

義
宣
の
兵
進
み
街
口
柵
を
破
る
。
敵
兵
使
を
城
中
に
馳
せ
て
曰
は
く
「
今
来
救
せ
ず
ん
ば
則
ち

備
前
島
将
に
陥
ち
ん
と
す
。
勢
殆
ど
危
ふ
し
」
と
。
大
野
治
長
、
本
郷
左
近
・
山
口
弘
定
等
を

遣
は
し
之
を
援
く
。
七
隊
長
伊
東
長
次
・
速
水
守
久
・
青
木
一
重
・
眞
野
宗
信
・
中
島
氏
種
・

野
々
村
吉
安
・
堀
田
正
高

彼
（
役
カ
）

を
督
し
天
満
に
在
り
寨
を
築
く
。
事
急
た
る
を
聞
き
皆
出
で
援
に

赴
く
。
城
中
鼑
沸
す
。
木
村
重
成
今
切
を
守
る
。
之
を
聞
き
単
騎
出
で
救
ふ
。
大
阪
の
前
鋒
河
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島
和
泉
守
・
上
村
金
右
衛
門
・
山
口
知
徳
院

業
（
等
）

銃
卒
を
列
し
東
軍
を
拒
ぐ
。
義
宣
の
兵
街
口
柵

を
捨
て
第
二
第
三
の
柵
を
守
る
。
和
泉
守
等
使
を
重
成
に
遣
は
し
報
し
て
曰
は
く
「
街
口
柵
既

に
之
を
奪
ひ
還
す
。
今
援
兵
を
給
は
ば
則
ち
二
三
柵
も
亦
奪
ふ
に
難
か
ら
ず
」
と
。
重
成
、
大

井
何
右
衛
門
・
高
松
内
匠
を
遣
は
し
来
援
す
。
銃
を
放
ち
之
を
撃
つ
。
義
宣
柵
を
去
る
こ
と
七

八
間
、
退
き
堤
曲
に
至
る
。
相
与 とも
に
柵
二
重
を
隔
つ
。
辰
よ
り
午
に
至
り
銃
を
放
ち
互
い
に
争

ふ
。
重
成
及
び
堀
田
正
高
相
踵
し
て
至
る
。
秀
頼
、
後
藤
年
房
等
と
楼
櫓
に
登
り
今
福
の
戦
を

望
む
。
重
成
の
勢
危
ふ
し
。
年
房
に
命
じ
之
を
救
ふ
。
年
房
、
従
士
を
し
て
帰

當
（
営
）

せ
し
め
鎧
を

取
り
（

よ

ろ

い

を

取

り

に

行

か

せ

た

）

之
を
京
橋
上
に
擐まと
ふ
。
馳
せ
今
福
に
至
り
将
に
重
成
に
代
ら
ん
と

す
。
駿

府

記

曰

、

木

村

長

門

守

・

後

藤

又

兵

衛

将

兵

三

十

余

騎

而

出

。

按

ず

る

に

、

二

人

単

騎

に

出

で

救

ふ

。

衆

兵

追

ひ

至

り

未

だ

整

陣

に

及

ば

ず

し

て

戦

ふ

。

蓋

し

伝

聞

の

謬

。

故

に

取

ら

ず

重
成
聴
か
ず
し
て
曰
は
く
「
両
軍
戦

酣
た
け
な
わ

、

今
に
及
び
相
代
ら
ば
我
陣
必
ず
乱
れ
敵
の
乗
ず
る
所
と
為
る
。
子 し

戎
事
に
老 ろう
た
り
。
此
言
を
発

す
べ
か
ら
ず
」
と
。
年
房

詔
（
語
）

屈
し
重
成
の
後
に
陣
す
。
直
江
兼
續
志
貴
野
よ
り
河
を
隔
て
銃
を
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発
す
。
年
房
、
重
成
と
議
り
船
を
河
辺
の
街
市
に
取
り
之
を
水
田
に
泛
べ
鉄
盾
を
排
し
鳥
銃
を

列
し
横
か
ら
義
宣
の
陣
を
撃
つ
。
東
軍
動
揺
す
。
徳

川

記
・
慶

元

記
・
難

波

戦

記
・
松

栄

紀

事

年
房
衆
に
挺 ぬき

ん
で
指
揮
す
。
兼
續
之
を
見
銃
卒
を
し
て
之
を
撃
た
し
む
。
鉛
其
鎧
に
中
る
こ
と
五
六
。
其
一

は
左
脇
を
傷
つ
く
。
血
流
涌
く
が
如
し
。
年
房
之
を
田
に
捫 な

づ
。
創
軽
し
。
右
府
公
の
運
未
だ

傾
か
ざ
る
な
り
。
城
兵
皆
、
其
の
大
阪
を
以
て
一
人
の
任
と
為
す
を
哂
ふ
な
り
。
冬

夏

事

記

重
成

の
兵
柳
名
右
衛
門
の
船
堤
北
に
入
り
亦
之
を
横
撃
す
。
重
成
の
部
兵
松
浦
弥
左
衛
門
重
政
及
び

堀
田
正
高
の
兵
浅
野
清
兵
衛
先
登
し
我
兵
の
首
級
を
獲
る
。
徳

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

並

曰

、
重

政

提

首

入

城

。

使

書

史

白

井

甚

左

衛

門

記

於

簿

。

甚

左

衛

門

不

書

。

重

政

怒

責

之

。

猶

未

書

。

既

而

清

兵

衛

亦

提

首

来

曰

、

我

獲

首

最

先

。

然

後

馬

我

歩

。

故

来

遅

。

甚

左

衛

門

謂

重

政

曰

、

第

一

級

必

有

相

争

。

見

第

二

級

定

其

先

後

記

之

。

是

典

故

也

。

然

事

急

故

書

首

二

。
記

二

人

名

。
按

ず

る

に

、
此

れ

城

中

の

事

に

し

て

我

軍

に

与

ら

ざ

る

事

。
故

に

書

か

ず

し

て

此

に

附

す

高
松

内
匠
・
大
塚
勘
右
衛
門
等
八
人
も
亦
級
を
獲
る
。
義
宣
の
兵
敗
れ
第
三
柵
を
去
り
裏
柵
に
引
き

入
る
。
重
成
槍
を
揮
ひ
刀
戦
す
。
平
塚
左
助
・
大
井
何
右
衛
門
衆
を
励
ま
し
督
戦
す
。
重
成
勝
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に
乗
じ
北 に

ぐ
る
を
逐
ひ
義
宣
の
麾
下
に
迫
る
。
義
宣
の
宰
渋
江
内
膳
政
光

難

波

戦

記

渋

江

作

志

保

井

。

国

音

相

通

。

今

従

德

川

記

・

難

波

戦

記

・

松

栄

紀

事

部
下
兵
三
百
余
騎
を
以
て
之
を
迎
へ
撃
つ
。
駿

府

記

曰

、

内

膳

兵

六

七

百

騎

。

今

従

松

栄

紀

事

重
成
の
兵
柵
内
に
引
き
入
る
。
政
光
衆
に
挺 ぬき
ん
ぢ
之
を
逐
ふ
。
重

成
大
呼
し
還
り
戦
ふ
。
衆
軍
来
援
す
。
重
成
部
兵
井
上
忠
兵
衛
を
し
て
政
光
を
狙
撃
せ
し
む
。

忠
兵
衛
大
銃
を
放
ち
洞

□
（
貫
）

す
。
政
光
馬
を
堕
ち
死
す
。
難

波

戦

記

曰

、

後

藤

又

兵

衛

之

兵

寺

本

八

左

衛

門

獲

其

首

。
冬

夏

事

記

作

大

墨

九

郎

右

衛

門

。
松

栄

紀

事

曰

、
敵

欲

取

其

首

、
政

光

之

兵

急

進

担

屍

而

帰

。
二

説

不

同

。
未

知

孰

是

部

兵
悉
く
戦
死
す
。
残
兵
幾
ん
ど
無
く
陣
中
に
引
き
入
る
。
義
宣
の
麾
下
僅
か
に
五
六
十
人
。
前

軍
の
敗
る
る
を
見
怒
り
て
曰
は
く
「
我
江
戸
に
在
り
直
ち
に
北
陣
に
赴
く
。
秋
田
の
兵
未
だ
来

ず
。
故
に
寡
軍
に
て
利
を
失
ふ
。
是
れ
大
い
に
憾
む
べ
き
な
り
」
と
。

親
み
ず
か

ら
眉
尖
刀
を
揮
ひ
衆

に
先
ん
じ
奮
撃
す
。
其
臣
梅
津
憲
忠
・
戸
村
義
国
・
大
塚
九
郎
兵
衛
資
卿

諸

書

大

塚

作

戸

塚

。

今

拠

難

波

戦

記

訂

之

信
大
内
蔵
助
久
勝
・
黒
沢
甚
兵
衛
道
家
等
皆
殊
死
戦
ふ
。
政

光

・

憲

忠

以

下

名

皆

拠

難

波

戦

記

重
成
の
陣
牢 かた
く
破
る
べ
か
ら
ず
。
義
宣
援
を
上
杉
景
勝
に
乞
ふ
。
景
勝
の
部
将
水
原
親
憲

難
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波

戦

記

曰

、

親

憲

、

時

年

可

八

十

。

事

在

五

年

長

谷

堂

之

戦

二
百
余
兵
を
率
ゐ
来
援
せ
ん
と
欲
す
。
河
の
中

央
に
進
み
至
る
。
水
深
く
渉
る
べ
か
ら
ず
。
親
憲
部
兵
を
し
て
鳥
銃
を
連
放
せ
し
め
敵
陣
を
横

撃
す
。
重
成
・
年
房
・
正
高
の
兵
今
福
堤
を
過
ぐ
る
能
は
ず
。
皆
堤
下
の
水

除
（
際
）

に
沿
ひ
て
退
く
。

大
井
何
右
衛
門
鉛
に
中
り
斃
す
。
駿

府

記

・

德

川

記

・

難

波

戦

記

・

慶

元

記

・

冬

夏

事

記

是
に
先
ん
じ
、
大

将
軍
、
榊
原
康
勝
を
し
て
義
宣
を
援
け
し
む
。
前
軍
三
百
騎
ば
か
り
志
貴
野
河
岸
に
陣
す
。
康

勝

数
し
ば
し
ば

使
を
遣
は
し
戒
む
る
に
、
軍
令
を
待
た
ず
し
て
出
戦
す
る
を
得
ざ
る
を
以
て
す
。
前
軍
義

宣
勢
危
ふ
き
を
見
る
。
令
可
を
待
つ
能
は
ず
、
直
ち
に
河
水
を
渉
り
重
成
の
陣
を
横
撃
す
。
重

成
其
の
既
に
疲
労
す
る
を
度 はか
り
、
収
め
城
に
入
る
。
上
杉
景
勝
の
兵
志
貴
野
堤
に
陣
す
。
直
江

兼
續
に
命
じ
塹
を
大
和
川
西
に
穿
ち
柵
を
樹 た

て
土
堵

ど

と

を
累
す
。
鐵
孫
左
衛
門
を
し
て
大
小
の
鳥

銃
四
五
百
口
を
列
せ
し
む
。
部
兵
其
意
を
解
せ
ず
、
皆
戦
場
を
掖 わき
に
し
て
備
を
為
す
は
殆
ん
ど

不
可
な
り
と
謂 おも
ふ
。
部
将
安
田
上
總
軍
旅
に
老
練
た
り
。
隅
田
大
炊
少
壮
に
し
て
未
だ
更
事
（

経

験

）

多
か
ら
ず
。
兼
續
、
上
總
を
以
て
前
軍
と
為
し
大
炊
二
軍
と
為
す
を
請
ふ
。
景
勝
曰
は
く
「
然
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ら
ず
。
城
兵
再
び
出
で
突
戦
せ
ば
則
ち
前
軍
必
ず
敗
す
。
須
ら
く
二
軍
を
以
て
勝
を
制
す
べ
し
」

と
。
乃
ち
之
を
易
置

え

き

ち

（

配

置

を

替

え

る

）

す
。
冬

夏

事

記

城
将
七
隊
長
及
び
渡
邊
尚
・
木
村
主
計
頭

重

成

叔

父

。

難

波

戦

記

作

主

馬

助

。

今

従

德

川

記

・

慶

元

記

・

冬

夏

事

記

・
竹
田
栄
應

或

作

永

應

、

栄

翁

国

音

相

同

。

今

従

松

栄

紀

事

・
大
野
治
長
の
部
兵
合
せ
一
万
二
千
余

拠

冬

夏

事

記

出
で
景
勝
の
前
軍
と
戦
ふ
。
柵
二
重

を
奪
還
し

五
（
互
）

に
前
却
（

進

む

こ

と

と

し

り

ぞ

く

こ

と

）

有
り
。
城
兵
大
銃
を
連
放
す
。
隅
田
大
炊
銃
を
放

ち
互
い
に
争
ふ
。
島
津
玄
蕃
槍
を
揮
ひ
力
戦
す
。
然
れ
ど
も
城
兵
衆
多
く
大
炊
退
走
す
、
敵
兵

勝
に
乗
じ
追
撃
す
。
二
軍
安
田
上
總
力
戦
し
時
を
移
す
も
亦
敗
走
す
。
三
軍
水
原
親
憲
、
銃
手

五
百
を
列
し
麾
を
揮
ひ
景
勝
の
命
を
称
し
、
上
総
の
敗
兵
を
し
て
左
右
に
分
け
て
退
か
し
む
。

親
憲
陣
を
整
へ
て
進
み
五
百
の
銃
を
連
放
す
。
敵
兵

授
（
披
）

靡
す
（

ふ

る

え

伏

す

）
。
鐵
孫
左
衛
門
大
小
銃

を
発
し
之
を
横
撃
す
。
其
孫
虎
之
助
驍
勇
に
し
て
善
戦
す
。
浪

花

戦

記

曰

、

虎

之

助

時

十

三

歳

安
田
上

總
衆
を
励
ま
し
還
軍
す
。
隅
田
大
炊
も
亦
還
り
闘
ふ
。
竟
に
之
を
大
い
に
敗
る
。
竹
田
兵
庫
・

子
大
助
・
岡
村
百
百
之
助
・
小
早
川
左
兵
衛
以
下
数
百
級
を
斬
る
。
衆
皆
景
勝
の
善
く
敵
を
料
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る
に
服
す
。
難

波

戦

記

・

冬

夏

事

記

〇

勇

士

一

言

集

曰

、

志

貴

野

之

戦

以

安

田

上

總

為

二

軍

。

隅

田

大

炊

為

前

軍

。

此

景

勝

之

方

略

也

。
志

貴

野

要

衝

之

地

、
大

阪

七

隊

長

守

之

故

以

二

軍

為

要

。
上

總

不

喜

在

二

軍

。
開

而

張

陣

。
以

為

大

炊

必

敗

走

。

及

交

戦

大

炊

果

敗

走

。

入

上

總

之

陣

。

上

總

横

撃

城

兵

破

走

之

。

大

阪

恥

其

敗

単

騎

犯

陣

獲

級

而

還

。

此

謙

信

村

田

川

之

戦

、

以

奥

州

援

兵

為

前

軍

、

我

兵

為

二

郡

之

故

智

也

。

鐵

孫

左

衛

門

不

顧

両

軍

将

戦

。

穿

塹

累

土

堵

。

州
（

列

）

銃

而

持

。

七

隊

長

又

出

突

戦

。

上

總

戦

疲

退

至

麾

下

。

両

軍

鏖
（

お

う

）

戦

。

景

勝

左

右

堅

陣

不

動

。

孫

左

衛

門

発

銃

急

撃

城

兵

破

之

。

大

炊

合

隊

追

撃

。

終

得

大

捷

。

拠

冬

夏

事

記

。

孫

左

衛

門

横

撃

亦

景

勝

之

所

命

也

。

按

ず

る

に

、

隅

田

大

炊

は

謙

信

の

老

将

。

五

年

七

月

伊

達

政

宗

と

梁

川

に

戦

ふ

。
上

文

に

見

ゆ

。
志

貴

野

に

戦

ふ

は

其

子

な

り

。
大

炊

を

襲

称

す

城
兵
穴
沢
主
殿
助
盛
秀

能
く
眉
尖
刀
を
揮
ふ
。
其
術
を
以
て
秀
頼
に
教
ふ
。
出
戦
し
景
勝
の
兵
七
八
人
を
殺
す
。
直
江

兼
續
の
部
兵
折
下
外
記

勇

士

一

言

集

作

阪

田

五

郎

左

衛

門

。
今

従

德

川

記
・
難

波

戦

記

槍
を
以
て
之
を
擬 ねら
ふ
。

盛
秀

捷
す
ば
や

き
こ
と
奔
電
の
如
し
。
進
み
外
記
を
撃
つ
。
外
記
槍
を
捨
て
相
搏 う

つ
。
景
勝
の
兵
来
救

し
遂
に
盛
秀
を
斬
り
其
級
を
獲
る
。
景
勝
戦
ひ
疲
れ
使
を
左
軍
堀
尾
忠
晴
に
馳
せ
援
を
乞
ふ
。

忠
晴
、
堀
尾
河
内
・
堀
尾
修
理
・
前
田
丹
後
を
し
て
歩
卒
二
百
人
を
率
ゐ
之
を
援
け
し
む
。
城
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兵
鳥
銃
を
連
放
し
援
軍
進
む
を
得
ず
。
使
を
忠
晴
の
陣
に
遣
は
し
鳥
銃
に
精
た
る
者
を
乞
ふ
。

忠
晴
、
伊
賀
・
雑
賀
の
兵
の
銃
手
に
名
あ
る
者
八
十
人
を
遣
は
す
。
援
軍
利
有
り
と
雖
へ
ど
も

景
勝
の
兵

動
や
や
も
す
れ

ば
輒
ち
退
走
す
。
直
江
兼
續
、
兵
を
盧
葦
最
中
に
伏
せ
銃
を
放
ち
之
を
横
撃
す
。

城
兵
前
む
能
は
ず
。
東
兵
還
り
戦
ふ
。
又
柵
一
重
を
取
り
援
軍
河
洲
に
沿
ひ
放
銃
し
亦
之
を
横

撃
す
。
丹
羽
長
重
、
景
勝
の
陣
後
に
在
り
。
進
み
前
軍
と
相
並
び
銃
矢
を
放
つ
。
敵
支
ふ
る
能

は
ず
城
中
に
引
き
入
る
。
徳

川

記

・

慶

元

記

・

大

阪

軍

記

・

難

波

戦

記

〇

冬

夏

事

記

曰

、

神

祖

聞

志

貴

野

之

戦

遣

久

世

三

四

郎

。

大

将

軍

遣

佐

久

間

将

監

戒

以

軽

収

兵

勿

損

士

卒

。

使

堀

尾

山

城

守

率

兵

代

景

勝

。

山

城

守

進

向

敵

陣

。

頻

放

鳥

銃

欲

代

景

勝

。

景

勝

前

軍

諸

将

不

聴

。

益

進

兵

。

神

祖

・

大

将

軍

数

馳

使

、

使

退

兵

。

景

勝

怒

曰

、

武

夫

争

先

。

有

競

分

寸

。

自

旦

至

午

悉

力

所

取

。
戦

易

使

他

人

得

之

。
雖

公

命

不

能

也

。
丹

羽

長

重

欲

議

軍

事

至

景

勝

麾

下

。
景

勝

不

擐

甲

座

胡

床

瞠

目

望

城

。

三

百

余

兵

提

槍

護

景

勝

。

景

勝

終

不

顧

長

重

。

長

重

不

得

進

。

景

勝

進

与

前

軍

相

並

云

云

。

与

諸

書

異

。

附

以

備

考

。

松

栄

紀

事

曰

、

後

藤

又

兵

衛

至

志

貴

野

開

柵

門

悉

馳

突

。

其

鋒

甚

鋭

。

景

勝

之

兵

退

走

数

町

。

又

兵

衛

逐

之

。

東

軍

候

其

離

城

既

遠

。

作

勢

還

戦

。

又

兵

衛

不

能

復

戦

。

退

入

柵

内

。

景

勝

戦

疲

乞

援

堀

尾

忠

晴

。

忠

晴

分

兵

為

二

。

其

一

沿

河

洲

、

放

銃

横

撃

。

其
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一

進

自

堤

上

。
景

勝

使

水

原

常

陸

率

歩

卒

之

舟

南

方

河

水

連

放

銃

。
城

兵

三

方

受

兵

不

能

進

。
又

兵

衛

又

出

馳

突

。
励

衆

景

勝

・

忠

晴

競

進

督

戦

。

又

兵

衛

中

鉛

披

創

。

部

兵

多

死

。

景

勝

後

軍

丹

羽

長

重

亦

進

兵

督

戦

。

城

兵

不

能

支

。

引

入

柵

内

。

按

ず

る

に

、

年

房

披

創

し

、

水

原

親

憲

河

に

泛

び

銃

を

故
（

放

）

ち

横

撃

す

。

皆

今

福

の

戦

に

て

志

貴

野

に

非

ず

。

上

文

に

詳

し

。

今

上

の

諸

書

に

従

ふ

榊
原
康
勝
、
其
前
軍
の
違
令
を
怒
り
進
み
闘
ふ
。
先
登
の
士
二
十
余
人
を
殺
し
以

て
軍
法
を
正
さ
ん
と
欲
す
。
佐
竹
義
宣
、
使
を
遣
は
し
謝
し
て
曰
は
く
「
今
日
の
戦
我
軍
幾
ん

ど
危
ふ
し
。
足
下
の
援
兵
を
頼
み
以
て
退
軍
を
得
」
と
。
故
に
康
勝
釈 ゆる
し
て
問
は
ず
。
難

波

戦

記

志

貴
野
・
今
福
の
監
使
帰
り
其
状
を
報
す
。
神
祖
書
を
賜
ひ
康
勝
・
義
宣
の
将
士
を
褒
む
。
徳

川

記

・

難

波

戦

記

。

按

ず

る

に

、

鵞

峯

文

集

、

梅

津

系

譜

巻

首

に

題

し

又

云

ふ

「

憲

忠

、

義

宣

に

難

波

に

従

ひ

に

勇

名

を

揚

ぐ

。

且

賜

ふ

所

の

台

翰

を

写

し

書

簏
（

し

ょ

ろ

く

）

に

蔵

す

」
と

本
多
忠
朝
を
し
て
佐
竹
義
宣
に
代
は
り
今
福
を
守
ら

し
む
。
松

栄

紀

事

曰

、

両

軍

酣
（

か

ん

）

戦

終

日

。

景

勝

憤

奪

還

其

所

取

柵

。

義

宣

憾

渋

江

内

膳

戦

死

。

欲

夜

放

之

。

敵

兵

固

守

柵

門

。
其

夜

引

入

城

中

。
志

貴

野

地

形

敵

有

利

於

出

兵

。
故

使

本

多

忠

朝

築

寨

備

之

。
与

比

異

。
今

従

于

三

書

浅
野
長

重
・
松
平
出
雲
守
勝
隆
・
眞
田
信
吉
・
其
弟
信
政
・
仙
石
忠
政
・
秋
田
実
季
・
新
荘
直
定
等
之
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に
属
す
。
徳

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

水
野
勝
成
・
永
井
直
勝
、
新
家
村
道
路
を
按
行
す
。
堀
直
奇

も
亦
之
に
従
ひ
来
。
棚
楼
を
構
へ
博
労
（

淵

脱

）

を
圧
す
。
神
祖
、
勝
成
・
直
勝
を
し
て
葦
島
を
闢 ひら

き
中
島
に
通
ぜ
し
む
。
新
家
村
の
道
路
往
来
す
る
に
便
を
得
た
り
。
然
れ
ど
も
島
嶼

と
う
し
ょ

離
散
し
、

舟
に
非
ず
は
行
く
を
得
ず
。
神
祖
兵
を
蘆
島
に
屯
せ
ん
と
欲
し
て
将
を
選
ぶ
。
兵
多
き
は
地
隘 せま
く

容
る
る
能
は
ず
。
兵
寡
き
は
守
り
難
し
。
故
に
選
に
応
ず
る
者
莫
し
。
徳

川

記

・

慶

元

記

並

曰

、

穢

多

村

左

右

有

盧

葦

叢

。

城

兵

伏

其

中

放

銃

矢

。

二

十

六

日

神

祖

命

石

川

忠

總

艾

之

。

二

十

七

日

千

賀

孫

兵

衛

言

曰

、

穢

多

村

側

近

造

浮

梁

六

所

。

蜂

須

賀

・

九

鬼

・

戸

川

之

兵

往

来

得

自

由

。

二

十

八

日

本

多

正

純

・

成

瀬

正

成

・

安

藤

直

次

、

見

福

島

新

家

村

之

形

勢

、

言

于

神

祖

曰

、

此

要

害

之

地

也

。

然

多

衆

難

容

。

寡

兵

必

敗

。

不

可

不

備

。

皆

一

事

也

。

難

波

戦

記

・

松

栄

紀

事

不

係

曰

、

与

忠

總

事

連

書

。

今

従

之

石
川
忠
總
、
其
本
生
父
大
久
保
忠
鄰
罪
を
得
る
を
以
て
、
近
侍
す
る

を
得
ず
。
行
営
に
従
ひ
在
り
。
恒
に
功
を
立
て
罪
を
贖
は
ん
と
欲
す
。
永
井
直
勝
に
就
き
葦
嶋

を
守
る
を
請
ふ
。
神
祖
之
を
許
す
。
難

波

戦

記

・

松

栄

紀

事

監
使
日
夜
諸
陣
営
を
按
視
す
。
神
祖
其

苦
寒
を

労
ね
ぎ
ら

ひ
監
使
十
五
人
を
増
し
置
く
。
難

波

戦

記
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二
十
七
日
、
石
川
忠
總
兵
を
率
ゐ
葦
島
に
至
る
。
神
祖
監
使
を
遣
は
し
之
を
監
る
。
難

波

戦

記

・

松

栄

紀

事

九
鬼
守
隆
・
向
井
忠
勝
・
千
賀
与
八
郎
・
小
濱
民
部
に
命
じ
戦
艦
を
近
く
す
。
大
野
治
長

大
艦
有
り
。
名
、
盲
船
と
曰
ふ
。
徳

川

記

・

慶

元

記

曰

、

船

無

首

尾

、

舳

艪

設

艪

進

退

自

由

。

故

名

之

。

難

波

戦

記

曰

、
船

屋

墁

壁

甚

厚

。
夫
（

矢

）
石

不

能

入

。
松

栄

紀

事

曰

、
屋

上

構

棚

楼

其
余
の
大
艦
数
十
隻
舳 へ

と
艪 とも
相
衝

そ
う
し
ょ
う

す
。

我
舟
師
競
進
す
る
を
見
、
戍
兵
其
敵
す
る
能
は
ざ
る
を
度 はか
り
舟
を
捨
て
逃
散
す
。
守
隆
・
忠
勝

等
盲
船
以
下
の
船
艦
を
奪
ひ
火
を
新
家
村
に
縦
つ
。
戍
兵
悉
く
走
る
。
松
平
利
隆
、
弟
忠
継
と

新
家
村
に
入
り
陣
す
。
徳

川

記

・

慶

元

記

・

松

栄

紀

事

二
十
八
日
、
神
祖
将
に
野
田
・
福
島
を
按
行
す
。
予
め
銃
手
三
百
人
を
遣
は
し
城
に
向
ひ
之
を

放
つ
。
故
に
城
兵
敢
へ
て
出
で
ず
。
島
津
家
久
、
其
臣
伊
集
院
半
右
衛
門
を
行
営
に
遣
は
し
て

曰
は
く
「
陸
奥
守
舟
師
を
率
ゐ
薩
摩
を
出
づ
。
軍
期
に
会
す
る
は
将
に
近
き
に
在
り
」
と
。
創

業

期

・

德

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

二
十
九
日
、
勅
使
廣
橋
大
納
言
藤
原
兼
勝
・
三
條
大
納
言
藤
原
實
條
、
住
吉
の
行
営
に
来
、
勅
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を
宣
し
慰
労
す
。
年

譜

・

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

神
祖
出
迎
へ
拝
謝
す
。

是
日
、
諸
軍
に
糧
食
を
増
し
給
ふ
。
凡
そ
三
十
万
人
に
毎
日
米
一
千
五
百

斛
（
石
）

、
遠
国
は
之
を
倍

に
す
。
徳

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

・

冬

夏

事

記

・

大

阪

軍

記

博
労
淵
最
も
敵
の
要
害
と
為
る
。
前
に
大

川
二
道
有
り
。
西
は
葦
島
に
連
な
り
、
南
北
は
壕
塹
・
架
橋
有
り
。
棚
楼
を
構
ふ
。
城
将
薄
田

兼
相
、
兵
六
七
百
を
率
ゐ
鳥
銃
を
列
ね
之
を
守
る
。
兼
相
驍
健
を
以
て
著
名
た
り
。
故
に
其
選

に
当
る
。
石
川
忠
總
之
を
攻
め
ん
と
欲
し
、
黎
明
、
兵
を
将
ゐ
葦
島
洲
上
に
出
づ
。
潮
満
ち
水

深
く
し
て
渡
る
を
得
ず
。
偶
た
ま
た
ま

小
舟
一
隻
有
り
。
流
れ
に
順
ひ
て
下
る
。
部
兵
阪
部
与
五
左
衛
門
・

神
田
九
兵
衛
等
八
人

松

栄

紀

事

作

七

人

。
或

云

九

人

。
今

従

德

川

記

・

難

波

戦

記

喜
び
其
舟
に
乗
り
槍
を
以

て
棹
と
為
し
て
渡
る
。
前
夜
兼
相
出
で
青
楼
に
飲
す
。
部
下
も
亦
然
り
。
戍
兵
甚
だ
寡
し
。
忠

總
の
兵
猝 にわ
か
に
至
る
と
意
は
ず
拒
闘
す
る
能
は
ず
。
走 に

げ
大
阪
城
中
に
入
る
。
八
人
棚
楼
に
登

り
背
旗
を
以
て
我
軍
を
招
く
。
兼
相
、
兵
四
五
百
騎
を
率
ゐ
東
方
よ
り
来
。
八
人
之
を
見
、
其

の
必
死
を
決
し
棚
楼
を
下
り
固
く
東
門
を
守
る
。
忠
總
之
を
救
は
ん
と
欲
す
る
も
亦
渡
る
を
得
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ず
。
焼
損
す
る
小
舟
有
り
。
流
れ
に
沿
ひ
て
来
。
忠
總
之
に
乗
り
て
渡
ら
ん
と
欲
す
。
叔
祖
大

久
保
権
右
衛
門
忠
為

七

郎

右

衛

門

忠

世

弟

相

模

守

忠

鄰

叔

父

先
に
渡
る
を
請
ひ
亦
槍
を
杖
に
し
て
渡
る
。

兼
相
之
を
見
、
以
為
へ
ら
く
、
多
衆
既
に
城
を
抜
く
と
。
遂
に
兵
を
引
き
還
る
。
九
鬼
守
隆
、

舟
一
隻
を
送
る
。
忠
總
喜
び
之
に
乗
り
て
渡
る
。
亦
衆
軍
を
渡
す
。
松

栄

紀

事

曰

、

忠

總

将

攻

博

労

淵

。

敵

兵

登

棚

楼

、

連

放

鳥

銃

。

我

兵

多

披

創

。

忠

總

描

金

胡

蝶

之

背

旗

中

鉛

亡

。

叔

祖

忠

為

戒

衆

使

不

得

進

。

衆

不

聴

。

覓

得

焼

損

小

舟

杖

槍

渡

。

偶

有

小

舟

数

是
（

隻

）

順

流

而

下

、

余

衆

乗

之

得

渡

。

今

従

德

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

使
を
蜂
須

賀
至
鎮
の
営
に
遣
は
し
孤
軍
を
以
て
博
労
淵
を
取
る
を
報
ず
。
至
鎮
、
以
為
へ
ら
く
、
城
兵
出

で
争
は
ば
則
ち
戦
必
ず
危
ふ
し
と
。
鳥
銃
三
百
口
を
遣
は
し
之
を
援
く
。
城
兵
平
子
主
膳
素 もと
勇

名
有
り
。
其
子
茂
兵
衛
と
博
労
淵
を
守
る
。
城
既
に
陥
ち
復
び
戦
ふ
能
は
ず
。
船
に
乗
り
将
に

大
阪
城
に
走
げ
入
ら
ん
と
す
。
松
平
忠
雄
の
兵
横
川
次
大
夫
追
撃
し
主
膳
の
首
を
獲
る
。
箕
浦

玄
蕃

諸

書

作

右

近

。
今

従

城

所

友

仙

訂

正

。
冬

夏

事

記

曰

、
次

大

夫

舟

師

也

。
勇

而

矯

健

、
主

膳

数

失

礼

於

神

祖

。
神

祖

常

悪

之

。
次

大

夫

獲

首

献

之

。
神

祖

悦

而

賞

之

茂
兵
衛
を
斬
り
其
首
を
獲
る
。
残
兵
、
阿
波
座
に
走
げ
入
る
。
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忠
總
追
撃
し
多
く
級
を
獲
る
。
難

波

戦

記

、

以

忠

總

取

博

労

淵

、

為

二

十

八

日

早

旦

事

。

今

従

創

業

記

考

異

・

家

忠

日

記

・
慶

元

記

・
冬

夏

事

記

・
松

栄

紀

事

城
将
大
野
道
見
、
小
倉
行
春
及
び
船
監
梶
原
丹
後
を
し
て
大
野

治
長
の
兵
と
戦
艦
を
列
し
港
口
を
扼 おさ
へ
し
む
。

是
夜
、
石
川
忠
總
・
九
鬼
守
隆
・
向
井
忠
勝
等
兵
を
潜
め
堤
下
よ
り
進
む
。
敵
兵
驚
騒
す
。
我

兵
三
口
を
禽 とら
へ
七
級
を
獲
り
戦
艦
数
艘
を
奪
ふ
。
忠
總
の
兵
大
久
保
八
郎
五
郎
・
阪
部
与
五
左

衛
門
等
十
三
人
舟
場
街
に
入
る
。
敵
皆
引
き
去
る
。
僕
圉 ぎょ
数
輩
を
斬
る
。
其
首
を
取
ら
ず
、
敵

の
遺
す
所
の
旗
幟
を
斉 そろ
へ
営
に
帰
る
。
忠
總
喜
び
使
を
至
鎮
の
営
に
遣
は
し
舟
場
街
を
取
る
を

告
ぐ
。
何 いず
こ
に
向
き
て
陣
す
る
か
を
問
ふ
。
至
鎮
、
忠
總
の
我
よ
り
先
ん
ず
る
を
憤
る
。
馬
に
策 むち

し
て
進
み
、
報
せ
て
曰
く
「
須
ら
く
行
営
の
指
揮
を
受
く
べ
し
」
と
。
水
陸
並
び
進
む
。
中
村

右
近
・
山
田
織
部
・
樋
口
内
蔵
助
由
陸
・
森
甚
五
兵
衛
・
森
甚
太
夫
・
森
藤
兵
衛
、
舟
路
よ
り

死
傷
を
顧
み
ず
力
戦
す
。
敵
を
破
り
二
級
を
獲
る
。
至
鎮
之
を
行
営
に
献
じ
舟
場
街
を
破
り
先

登
す
る
を
称
む
。
忠
總
奪
ふ
所
の
旗
幟
を
献
ず
。
神
祖
之
を
褒
め
て
曰
は
く
、
「
真
に
七
郎
右
衛
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門
の
孫
な
り
」
と
。
創

業

記

考

異

・

家

忠

日

記

・

德

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

・

冬

夏

事

記

〇

難

波

戦

記

曰

、

忠

總

取

舟

場

街

、

在

至

鎮

之

先

。

然

使

者

往

復

頗

移

晷
（

き

）

刻
（

時

刻

）
。

故

至

鎮

功

第

一

、

忠

總

為

第

二

。

忠

總

謂

部

下

曰

、

献

朝

間

所

斬

僕

圉

之

首

於

行

営

、

則

吾

功

必

居

第

一

。

恨

為

至

鎮

所

敗

、

悔

之

無

及

。

附

以

備

考

城
将
、

胥

議

あ
つ
ま
り
は
か

り
て
曰

は
く
「
博
労
淵
既
に
石
川
主
殿
頭
の
陥
す
所
と
為
る
。
浅
野
但
馬
守
・
蜂
須
賀
阿
波
守
・
松
平

宮
内
少
輔
等
の
戦
艦
海
上
に
填
咽

て
ん
い
ん

す
（

充

ち

あ

ふ

れ

る

）
。
仙
波
の
地
幾
ん
ど
危
ふ
し
。
之
を
奈
何

い

か

ん

為 せ

ん
」

と
。
七
隊
長
皆
曰
は
く
「
凡
そ
城
守
の
法
は
、
城
郭
広
大
、
損
有
り
益
無
し
。
故
に
吾
曹
之
を

切
諌
す
。
然
れ
ど
も
大
野
主
馬
聴
か
ず
。
塞
を
今
福
・
博
労
淵
に
構
へ
て
敵
の
陥
す
所
と
為
る
。

其
気
を
増
す
に
従
ひ
、
自
ら
街
市
を
焼
き
以
て
其
守
を
約
す
に
如
か
ず
」
と
。
徳

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

並

曰

、

焼

天

満

・

舟

場

街

市

。

按

ず

る

に

、

上

文

、

中

七

日

、

城

兵

自

ら

天

満

宮

を

焼

き

今

城

中

に

引

き

入

る

。

蓋

し

前

に

陣

営

を

焼

き

今

街

市

を

焼

く

な

り

。

舟

場

既

に

石

川

忠

總

の

拠

る

所

と

為

る

。

今

従

年

譜

・

駿

府

記

・

慶

元

記

・

松

栄

紀

事

。

又

按

ず

る

に

、

徳

川

記

・

慶

元

記

・

松

栄

紀

事

二

十

九

日

に

係

く

。

今

駿

府

記

・

難

波

戦

記

に

従

ふ

。

〇

松

栄

紀

事

曰

、

後

藤

又

兵

衛

・

森

豊

前

守

馳

馬

出

救

仙

波

之

浜

。

暗

夜

迷

塗

縦

火

数

万

人

家

。

敵

兵

多

焚

死

者

。

按

ず

る

に

、

城

将

胥

議

し

自
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ら

街

市

を

焼

く

。

此

に

至

る

べ

か

ら

ず

。

疑

ふ

ら

く

は

記

載

の

繆

。

冬

夏

事

記

係

十

二

月

二

日

、

曰

、

後

藤

又

兵

衛

按

行

京

橋

至

天

満

橋

皆

焼

之

。

大

野

主

馬

・

塙

團

右

衛

門

欲

襲

我

陣

営

。

故

留

本

町

一

橋

不

焼

。

又

兵

衛

見

之

曰

、

何

不

焼

之

。

主

馬

問

之

曰

、
此

我

所

守

。
子

、
勿

容

喙
（

よ

う

か

い

）
。
又

兵

衛

怒

幾

欲

闘

。
團

右

衛

門

和

解

之

。
此

又

一

説

也

。
附

以

備

考

大
野

治
房
之
を
拒
み
て
曰
は
く
「
吾
固 もと
よ
り
道
頓
堀
を
守
る
。
未
だ
嘗
て
敵
と
交
鋒
せ
ず
し
て
、
営

を
焼
き
城
に
入
る
は
吾
能
は
ざ
る
な
り
。
諸
君
宜
し
く
兵
を
引
き
城
に
入
る
べ
し
。
吾
此
地
に

死
な
ん
。
須
ら
く
之
を
棄
殺
す
べ
し
」
と
。
治
房
の
兵
幾
ん
ど
一
万
。
城
将
之
を
棄
つ
る
能
は

ず
。
乃
ち
相

課
（
謀
）

り
晦
夜
軍
事
を
議
る
に
託
し
急
ぎ
治
房
を
召
す
。
来
せ
し
む
る
こ
と
再
三
。
夜

半
、
治
房
城
に
入
る
。
其
出
づ
る
を
伺
ひ
、
諜
を
し
て
火
を
仙
波
・
天
満
街
市
に
縦
た
し
む
。

烈
風
に
火
勢
甚
だ
猛
く
治
房
の
部
兵
皆
器
械
乗
具
を
棄
て
城
に
入
り
止
宿
す
る
所
無
し
。
狼
狽

拠
を
失
ふ
。
唯
だ
塙
直
次
の
み
一
人

徐
お
も
む
ろ

に
器
械
を
収
め
城
に
入
る
。
蜂
須
賀
至
鎮
の
部
兵
争
ひ

敵
地
に
入
り
、
棄
つ
る
所
の
旌
旗
・
器
械
を
取
る
。
翌
日
、
旗
幟
を
陣
営
に
建
て
以
て
之
を
嘲

笑
す
。
治
房
の
部
兵
皆
憤
恚

ふ

ん

い

す
。
冬

夏

事

記

〇

難

波

戦

記

曰

、

七

隊

長

谷
（

咎

）

大

野

主

馬

之

失

計

、

使

焼

天

満

・
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舟

場

之

街

市

。

主

馬

曰

、

焼

街

市

而

有

利

城

守

則

吾

不

敗
（

敢

）

拒

。

晦

夜

自

焼

街

市

引

兵

入

城

。

拠

冬

夏

事

記

、

十

二

月

十

六

日

夜

、

塙

直

次

襲

蜂

須

賀

至

鎮

之

営

。

其

源

起

于

此

。

叙

事

詳

。

故

今

従

之

是
に
由
り
蜂
須
賀
至
鎮
・
松
平
忠

義
・
松
平
忠
雄
・
浅
野
長
晟
・
鍋
島
勝
茂
・
石
川
忠
總
・
九
鬼
守
隆
、
陣
を
舟
場
に
移
す
。
松

栄

紀

事

曰

、

至

鎮

陣

于

阿

波

座

。

長

晟

帰

今

宮

而

陣

。

今

従

德

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

藤
堂
高
虎
に
命
じ
大
銃
を

以
て
織
田
雲
生
寺
守
る
所
の
西
南
の
楼
櫓
を
撃
つ
。
徳

川

記
・
慶

元

記

松
平
忠
継
、
兵
を
将
ゐ
今
橋

に
向
ふ
。
城
兵
頻
り
に
鳥
銃
を
発
す
。
大
将
軍
之
を
聞
き
鉄
盾
を
忠
継
に
賜
ふ
。
家

忠

日

記

歩
卒

六
人
盾
三
張
を
橋
頭
に
排
し
之
に
翳 かく
れ
放
銃
す
。
城
将
大
野
治
房
の
兵
大
銃
を
以
て
之
を
撃
つ
。

盾
皆
倒
れ
歩
卒
盾
を
捨
て
走
げ
帰
る
。
城
兵
哄
笑
す
。
忠
継
怒
り
盾
を
収
め
し
む
。
部
兵
河
田

八
助
直
ち
に
前 すす
み
鉄
盾
三
張
を
脇
に
し
て
帰
る
。
城
兵
放
銃
し
之
に
中
つ
。
傷
死
な
ず
と
雖
も

人
皆
其
勇
力
を
称
む
。
大

阪

記

作

河

田

太

郎

左

衛

門

。

今

従

難

波

戦

記

・

松

栄

紀

事

神
祖
諸
将
を
詰 なじ
り
て
曰

は
く
「
舟
場
の
兵
登
時
皆
布
陣
す
。
而
る
に
天
満
の
兵
今
に
至
り
未
だ
川
を
渉
ら
ざ
る
は
何
ぞ

や
」
と
。
松
平
利
隆
以
下
謝
し
て
曰
は
く
「
城
和
泉
守
固
く
之
を
止
む
。
故
に
濡
滞
す
」
と
。
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神
祖
怒
り
て
曰
は
く
「
曏さき
に
和
泉
守
を
天
満
に
遣
は
す
。
少
年
輩
号
令
を
待
た
ず
軽
冒
し
て
進

み
反
り
て
我
兵
を
損
す
る
を
、
慮
ら
し
む
る
な
り
。
今
其
命
を
固
守
し
座
し
て
時
機
を
失
す
る

は
陋 ろう
た
る
こ
と
甚
だ
し
」
と
。
乃
ち
林
道
春
を
召
し
、
城
昌
茂
を
責
め
し
め
て
曰
は
く
「
汝
、

知
ら
ず
や
、
将
、
軍
に
在
り
君
命
受
け
ざ
る
所
有
る
を
」
と
。
遂
に
之
を
逐
ふ
。
徳

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

・

冬

夏

事

記

・

松

栄

紀

事

又
伊
奈
忠
政
を
召
し
其
の
遅
緩
を
責
め
て
曰
は
く
「
曏
に
春
日
井

堤
を
築
く
を
命
ず
。
今
に
至
り
成
ら
ず
。
何
ぞ
其
れ
怠
た
る
や
」
と
。
徳

川

記

・

慶

元

記

・

難

波

戦

記

・

冬

夏

事

記

。

按

ず

る

に

、

春

日

井

堤

即

ち

上

文

十

二

月

二

十

九

日

書

く

所

。

狭

田

宮

堤

是

な

り

。

烈
祖
成
績
巻
之
十
三
終


